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症例研究
「咬合調整と口腔内装置の再製作」

生活保護の指導計画

７月金銀パラジウム合金等の随時改定

研究会・行事 ご案内

第51回定期総会記念講演
山本 光昭 氏（社会保険診療報酬支払基金理事）

第51回定期総会「決議」
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INTERVIEW
「何のため」議論なくデジタル化進む日本
堤 未果（ジャーナリスト）

オン資トラブル事例アンケート
「保険者情報の反映不備」が最多

オンライン請求「義務化」方針の
撤回を求める要請署名
316筆を国会議員に

全国保険医写真展 ２氏が入選
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７
月
。
早
い

も
の
で
、
１
年

の
半
分
が
過
ぎ

た
▼
内
閣
府
が

公
表
し
た
２
０

２
２
年
の
「
高

齢
社
会
白
書
」
に
よ
れ
ば
、
19

年
の
健
康
寿
命
は
、
男
性
が
72

・
68
歳
、
女
性
が
75
・
38
歳
だ

と
い
う
。
人
生
100
年
時
代
と
い

う
が
、
健
康
で
過
ご
せ
る
時
間

は
そ
れ
ほ
ど
長
く
な
い
▼
自
分

の
年
齢
を
考
え
、
健
康
で
過
ご

せ
る
日
に
ち
を
概
算
で
計
算

し
、
毎
日
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を

し
て
く
れ
る
ア
プ
リ
を
入
れ

た
。「
残
り
６
千
300
日
」
な
ど

と
、
毎
朝
ス
マ
ホ
を
開
け
る
度

に
教
え
て
く
れ
る
。
具
体
的
な

数
字
に
な
る
と
、
こ
れ
し
か
時

間
が
な
い
の
か
、
と
愕
然
と
す

る
▼
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
院
す
る

と
き
は
気
持
ち
も
華
々
し

く
、
た
く
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
お
祝
い
を
い
た
だ
い
た
。
し

か
し
、
終
わ
り
の
時
の
話
は
、

ほ
と
ん
ど
聞
か
な
い
。
閉
院
の

タ
イ
ミ
ン
グ
は
自
分
で
決
め
る

と
い
う
が
、
何
を
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
だ
ろ
う
…
な
ど
と
、
考

え
る
▼
老
後
の
備
え
は
必
要
だ

が
、
何
よ
り
価
値
が
高
ま
る
の

は
人
生
の
思
い
出
だ
▼
「
今
」

の
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ

る
。物
事
を
先
延
ば
し
に
せ
ず
、

限
ら
れ
た
健
康
寿
命
を
充
実
し

た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
感

じ
る
こ
の
頃
で
あ
る
。　
（
美
）

【要請】健康保険証廃止・オン資導入
義務化・オンライン請求義務化の撤回
・窓口負担引き下げを

「思い切って患者さんに説明を」
署名取り組んだ会員の想い

挨拶に立った坪田有史会長

第51回定期総会を開催

坪田有史会長が信任され坪田有史会長が信任され４４期目に期目に

新
副
会
長
に
早
坂
・
本
橋
の
両
氏

新
副
会
長
に
早
坂
・
本
橋
の
両
氏

　
協
会
は
6
月
18
日
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
第
51
回

定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
今
総
会
を
迎
え
る
に
当
た

り
会
員
数
は
６
千
名
を
超
え
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
に
ふ
さ
わ
し
い
総
会
と
な
っ
た
。

　
総
会
に
は
、
一
般
会
員
お
よ

び
役
員
42
名
が
出
席
、
委
任
状

を
含
め
る
と
１
千
96
名
の
出
席

と
な
り
、
総
会
成
立
要
件
で
あ

る
会
員
数
の
10
％
を
超
え
、
総

会
は
成
立
し
た
。
今
年
度
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
昨
年
同
様
に
懇

親
会
を
行
わ
ず
、
総
会
と
記
念

講
演
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
今

総
会
で
は
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
規
約
に
則
り
、
総
会
で
理

事
22
名
と
監
事
2
名
の
合
計
24

名
を
選
出
し
、
総
会
後
の
第
６

回
臨
時
理
事
会
で
、
理
事
の
中

か
ら
会
長
、
お
よ
び
副
会
長
を

互
選
。
会
長
に
は
坪
田
有
史
氏

が
再
任
さ
れ
た
ほ
か
、
副
会
長

に
は
加
藤
開
氏
、
馬
場
安
彦

氏
、
山
本
鐵
雄
氏
が
再
任
さ

れ
、
早
坂
美
都
氏
、
本
橋
昌
宏

氏
の
両
氏
が
新
任
さ
れ
た
。

　

電
子
カ
ル
テ
に
は
警
鐘
を
鳴
ら
す

　
総
会
は
、
山
本
副
会
長
の
開

会
の
言
葉
で
幕
を
開
け
た
。
冒

頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
坪
田
会
長

は
、
ま
ず
「
昨
年
度
は
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
原

則
義
務
化
か
ら
始
ま
り
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
問
題
が
ネ
ッ
ト
や

ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
協
会
や
保
団
連
の
名
前
も

目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
今
後

の
政
府
の
方
向
に
つ
い
て
触

れ
、「
国
は
こ
れ
か
ら
先
、
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
の
義
務
化
、
電

子
処
方
箋
の
導
入
、
最
終
的
に

は
電
子
カ
ル
テ
の
共
通
化
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
特
に
、
電
子
カ
ル
テ
の
問

題
点
に
つ
い
て
は
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
強
調
。
そ
し
て
「
こ
れ

か
ら
も
協
会
の
活
動
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
し
た
。

　
続
い
て
、
阿
部
菜
穂
理
事
が

関
係
団
体
や
議
員
か
ら
の
祝
電

を
披
露
、
そ
の
ほ
か
多
数
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

を
紹
介
し
た
。

　
議
長
に
は
島
倉
洋
造
氏
（
千

代
田
区
）、
副
議
長
に
橋
村
威

慶
氏
（
文
京
区
）
が
選
出
さ

れ
、
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

一
般
会
員
か
ら
も
活
発
な
質
問
が

ま
ず
、
馬
場
副
会
長
が
第
１

号
議
案
「
２
０
２
２
年
度
の
活

動
報
告
の
承
認
を
求
め
る

件
」、
半
田
紀
穂
子
理
事
（
財

政
部
長
）
が
第
２
号
議
案
「
２

０
２
２
年
度
決
算
報
告
の
承
認

を
求
め
る
件
」、
西
田
紘
一
監

事
が
「
会
計
監
査
・
会
務
監
査

報
告
」
を
行
い
、
い
ず
れ
も
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、
加
藤
副
会
長
が
第

３
号
議
案
「
２
０
２
３
年
度
活

動
計
画
案
の
承
認
を
求
め
る

件
」、
半
田
理
事
（
財
政
部

長
）
が
第
４
号
議
案
「
２
０
２

３
年
度
予
算
案
の
承
認
を
求
め

る
件
」
を
提
案
し
、
い
ず
れ
も

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

◆
役
員
改
選

次
い
で
、
第
５
号
議
案
と
し

て
「
役
員
改
選
の
件
」
が
取
り

あ
げ
ら
れ
、
理
事
お
よ
び
監
事

が
選
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
後

に
、
濱
﨑
啓
吾
理
事
よ
り
第
６

号
議
案
「
決
議
採
択
の
件
」
が

提
案
さ
れ
、
提
示
さ
れ
た
「
決

議
（
案
）」
は
賛
成
多
数
で
採

択
さ
れ
た
。

な
お
、
総
会
時
の
質
疑
応
答

で
は
、「
協
会
に
お
け
る
少
子

高
齢
社
会
で
の
介
護
保
険
と
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て
教
え
て
ほ

し
い
」「
新
規
個
別
指
導
お
よ

び
個
別
指
導
の
結
果
の
通
知
時

期
が
、
こ
れ
ま
で
は
概
ね
２
カ

月
程
度
で
手
元
に
届
い
て
い
た

が
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
大

幅
に
遅
れ
て
い
る
と
聞
い
た

が
、
ど
の
程
度
遅
れ
て
い
る
の

か
。
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
協
会
で
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
、

５
名
の
会
員
か
ら
質
問
が
あ

り
、
担
当
役
員
ら
が
丁
寧
に
回

答
し
た
。

閉
会
の
挨
拶
は
松
島
良
次
副

会
長
が
行
い
、
第
51
回
定
期
総

会
は
閉
会
し
た
。

な
お
、
総
会
に
寄
せ
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
お
よ
び
「
決
議
」

は
本
紙
２
面
に
掲
載
し
て
い
る

の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
厚
労
省
調
査

「
メ
リ
ッ
ト
実
感
な
し
」
56
％
超

厚
生
労
働
省
は
６
月
21
日
の

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
総

会
で
、
医
療
情
報
・
シ
ス
テ
ム

基
盤
整
備
体
制
充
実
加
算
に
関

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
の

結
果
を
報
告
し
た
。
こ
の
調
査

は
、
本
年
５
月
２
〜
15
日
に
か

け
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
）
を
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
し
た
２
千
人

を
対
象
に
行
っ
た
も
の
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
健
康
保
険

証
と
し
て
利
用
し
て
、
直
近
３

カ
月
以
内
に
受
診
歴
が
あ
る
人

の
う
ち
、「
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を

利
用
し
て
感
じ
た
メ
リ
ッ
ト
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と

の
質
問
に
「
特
に
な
し
」
と
回

答
し
た
割
合
は
56
・
５
％
で
あ

り
、
半
数
以
上
が
メ
リ
ッ
ト
を

実
感
し
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
実
感
し
た
メ
リ
ッ
ト
を
選

択
し
た
人
で
も
す
べ
て
の
項
目

で
10
％
程
度
で
あ
っ
た
（
図
参

照
）。
ほ
か
、
同
調
査
内
の
受

診
回
数
別
の
結
果
で
は
「
受
診

回
数
が
多
く
な
る
ほ
ど
、
メ
リ

ッ
ト
の
実
感
割
合
も
高
く
な

る
」
と
ま
と
め
て
い
る
が
、
６

回
以
上
受
診
回
数
が
あ
る
人
で

も
50
％
以
上
が
「
実
感
し
た
メ

リ
ッ
ト
は
特
に
な
し
」
と
回

答
。
各
メ
リ
ッ
ト
を
選
択
し
た

割
合
も
、
多
い
も
の
で
25
％
程

度
に
と
ど
ま
り
、
政
府
が
強
く

訴
え
て
い
る
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
多
く
の
人
が
実
感
で
き
て

い
な
い
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
で

は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
（
協
会

の
調
査
結
果
＝
７
面
）
し
て
お

り
、
メ
リ
ッ
ト
も
感
じ
ら
れ

ず
、
医
療
機
関
に
多
く
の
負
担

を
押
し
付
け
る
マ
イ
ナ
保
険
証

の
実
質
義
務
化
は
撤
回
し
、
現

行
の
健
康
保
険
証
を
継
続
す
べ

き
で
あ
る
。

0 10 20 30 40 50 60

その他

高額医療費の自己負担上限が
窓口で分かるようになり、
後日払い戻しの手続きをする
必要がなくなった

複数の医療機関で処方され
ている医薬品の重複や飲み
合わせの問題等が分かり処
方を調整できた

医療スタッフが診察の中で
薬剤情報や特定健診情報に
触れるなどして、情報が
診察に活用された

問診票に記載する内容が
少なくなり手間が減った

薬剤情報や特定健診情報の
伝え間違い／伝え忘れが減った

薬剤情報や特定健診情報の
紙媒体を医療機関・薬局に
持参する必要がなくなった

特になし

各メリット等の項目を選択した人の割合 （全年代合計）

56.5%

14.4%

11.8%

14.4%

12.0%

13.6%

12.0%

1.1%

中央社会保険医療協議会総会（第547回）資料をもとに協会作成

（図）

教えて！会長!! Vol.72

「電子カルテ」とは その２

９

（ 1） 第６４０号 ２０２３年（令和５年）７月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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（会 員 の 購 読 料 は 会
費 に 含 ま れ て い ま す）

新たに任命された役員新たに任命された役員



　
国
は
、医
療
Ｄ
Ｘ（D

igital 
 T

ransform
ation

）
を

進
め
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
導
入
を
理
由
に
２
０

２
４
年
秋
に
健
康
保
険
証
を
廃

止
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
の

一
部
改
正
法
案
を
成
立
さ
せ

た
。
自
動
的
に
交
付
さ
れ
る
健

康
保
険
証
と
異
な
り
、
施
設
に

入
居
し
て
い
る
患
者
な
ど
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
資
格

確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
は
資
格
確
認
書
の
申
請
が

必
要
で
あ
り
、
申
請
漏
れ
に
よ

る
無
保
険
者
を
続
出
さ
せ
る
危

険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
国
民

皆
保
険
制
度
の
根
本
を
ゆ
る
が

す
問
題
で
あ
り
、
国
民
誰
し
も

が
保
険
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
健
康
保
険
証
の
廃
止
は
す

る
べ
き
で
は
な
い
。

第
51
回
定
期
総
会
「
決
議
」

やまもと・みつあきやまもと・みつあき　　1984年3月、1984年3月、
神戸大学医学部医学科卒業後、厚生神戸大学医学部医学科卒業後、厚生
省に入省。横浜市衛生局での公衆衛省に入省。横浜市衛生局での公衆衛
生実務を経て、広島県福祉保健部健生実務を経て、広島県福祉保健部健
康対策課長、厚生省健康政策局指導康対策課長、厚生省健康政策局指導
課課長補佐、同省国立病院部運営企課課長補佐、同省国立病院部運営企
画課課長補佐、茨城県保健福祉部画課課長補佐、茨城県保健福祉部
長、厚生労働省東京検疫所長、内閣長、厚生労働省東京検疫所長、内閣
府参事官（ライフサイエンス担当）、府参事官（ライフサイエンス担当）、
独立行政法人国立病院機構本部医療独立行政法人国立病院機構本部医療
部長、独立行政法人福祉医療機構審部長、独立行政法人福祉医療機構審
議役、厚生労働省近畿厚生局長など議役、厚生労働省近畿厚生局長など
を歴任し、15年 7 月、厚生労働省退を歴任し、15年 7 月、厚生労働省退
職。兵庫県健康福祉部医監、同県健職。兵庫県健康福祉部医監、同県健
康福祉部長、東京都中央区保健所長康福祉部長、東京都中央区保健所長
を経て、21年 4 月より現職。を経て、21年 4 月より現職。

今
回
選
出
さ
れ
た
役
員
一
覧

《
任
期
は
第
53
回
定
期
総
会
ま
で
》

役
　
職

氏
名

地
区

会
　
長
坪
田 

有
史

文
京
区

副
会
長

加
藤 

開

豊
島
区

馬
場 

安
彦

世
田
谷
区

早
坂 

美
都（
新
）
世
田
谷
区

本
橋 

昌
宏（
新
）
荒
川
区

山
本 

鐵
雄

大
田
区

理
　
事

阿
部 

菜
穂

江
東
区

池
川 

裕
子

葛
飾
区

岡
田 

尚
彦

世
田
谷
区

川
戸 

二
三
江

渋
谷
区

川
本 

弘

足
立
区

呉
橋 

美
紀

大
田
区

相
馬 

基
逸

品
川
区

高
山 

史
年

豊
島
区

橋
本 

健
一

東
村
山
市

濱
﨑 

啓
吾

練
馬
区

半
田 

紀
穂
子

台
東
区

福
島 

崇

大
田
区

松
島 

良
次

目
黒
区

森
元 

主
税

北
区

矢
野 

正
明

板
橋
区

横
山 

靖
弘

港
区

監
　
事
西
田 

紘
一

八
王
子
市

藤
野 

健
正

渋
谷
区

顧
　
問
中
川 

勝
洋

港
区

事
務
局
長

築
館 

和
久

　
ま
た
、
当
協
会
も
実
施
し
た

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
他
人
の
情

報
が
紐
づ
け
ら
れ
て
い
た
」
ケ

ー
ス
が
少
な
く
と
も
37
件
あ
る

な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
自
体
に
も
深
刻
な
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
不
完
全

な
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
検
証
と

修
正
を
す
る
べ
き
で
あ
り
、
改

善
さ
れ
な
い
ま
ま
導
入
義
務
化

を
継
続
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
歯
科
の
半
数
以
上

が
電
子
媒
体
で
診
療
報
酬
を
請

求
し
て
い
る
中
で
、
２
０
２
４

年
４
月
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

の
義
務
化
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
電
子
レ
セ
プ
ト

の
提
出
方
法
を
郵
送
で
は
な
く

オ
ン
ラ
イ
ン
に
限
定
す
る
審
査

政
府
は
６
月
16
日
、「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
２
３
」、
い
わ
ゆ
る
「
骨

太
の
方
針
２
０
２
３
」
を
閣
議

決
定
し
た
。

▼
歯
科
に
つ
い
て

歯
科
医
療
に
つ
い
て
は
、
昨

年
盛
り
込
ま
れ
た
「
全
身
の
健

康
と
口
腔
の
健
康
に
関
す
る
科

学
的
根
拠
の
集
積
」
に
、
新
た

に
「
活
用
」
す
る
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
ま
た
、
生
涯
を
通

じ
た
歯
科
健
診
、
い
わ
ゆ
る

「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
に
向
け

た
取
り
組
み
の
推
進
が
明
記
さ

れ
、
法
制
化
の
動
き
も
あ
る
た

め
注
意
が
必
要
だ
。
そ
の
ほ

か
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対

策
、
疾
病
の
重
症
化
予
防
に
つ

な
が
る
歯
科
専
門
職
に
よ
る
口

「
骨
太
方
針
」
閣
議
決
定

腔
健
康
管
理
の
充
実
、
歯
科
医

療
機
関
・
医
科
歯
科
連
携
を
始

め
と
す
る
関
係
職
種
間
・
関
係

機
関
間
の
連
携
、歯
科
衛
生
士・

歯
科
技
工
士
等
の
人
材
確
保
の

必
要
性
を
踏
ま
え
た
対
応
、
歯

科
技
工
を
含
む
歯
科
領
域
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推

進
、
歯
科
保
健
医
療
提
供
体
制

の
構
築
と
強
化
に
取
り
組
む
―

と
し
て
い
る
。

▼
社
会
保
障
に
つ
い
て

今
後
の
人
口
動
態
の
変
化
や

経
済
社
会
の
変
容
を
見
据
え
つ

つ
、
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向

と
し
て
、「
少
子
化
・
人
口
減

少
」
の
流
れ
を
変
え
、
分
厚
い

中
間
層
を
形
成
し
、「
超
高
齢

社
会
」
に
備
え
て
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
必

上
の
必
要
性
は
な
く
、
医
療
機

関
側
に
は
移
行
に
伴
う
コ
ス
ト

が
生
じ
る
一
方
で
、
利
点
と
し

て
は
審
査
機
関
側
の
事
務
コ
ス

ト
削
減
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、
医
療
機
関
側
の
み
に
不
利

益
を
生
じ
さ
せ
る
施
策
は
直
ち

に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
他
方
、
医
療
機
関
の
経
営
を

み
れ
ば
、
物
価
高
が
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
コ
ス
ト

を
踏
ま
え
た
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
を
、
次
期
診
療
報
酬
改
定

で
行
う
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

　
国
が
推
し
進
め
て
い
る
安
心

安
全
な
医
療
の
提
供
を
脅
か
す

動
き
、
そ
し
て
人
の
命
を
奪
う

戦
争
や
核
兵
器
使
用
で
諸
国
を

威
嚇
す
る
い
か
な
る
行
動
に
断

固
反
対
し
、
国
民
の
生
活
と
歯

科
医
療
の
よ
り
一
層
の
充
実
に

向
け
た
運
動
を
国
民
と
と
も
に

力
を
合
わ
せ
、
推
進
す
る
た
め

に
、
以
下
の
要
求
を
国
民
、
政

要
が
あ
る
と
方
針
が
示
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
具
体
的
な
言

及
は
避
け
つ
つ
も
、
医
療
・
介

護
等
の
保
険
料
負
担
の
自
然
増

を
抑
制
し
、
す
べ
て
の
世
代
で

能
力
に
応
じ
た
保
険
料
負
担
の

拡
大
や
給
付
・
負
担
の
将
来
見

通
し
を
示
し
た
。

し
か
し
、
防
衛
力
の
強
化
や

少
子
化
対
策
の
財
源
を
確
保
す

る
と
の
理
由
で
、
医
療
・
介
護

等
の
社
会
保
障
費
を
抑
制
す
る

方
針
に
は
、
懸
念
の
声
も
多

い
。
少
子
化
対
策
だ
け
で
な

く
、
国
民
全
体
の
健
康
な
生
活

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
社
会

保
障
財
源
は
抑
制
す
る
の
で
は

な
く
、
拡
充
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
2
０
２
４
年
度
の
概

算
要
求
や
予
算
編
成
の
過
程
に

向
け
、
引
き
続
き
注
視
す
る
必

要
性
が
あ
る
。

府
及
び
歯
科
保
険
診
療
に
携
わ

る
全
て
の
方
に
表
明
す
る
。

　
　
　
　
記

一
．
国
は
、
現
行
の
社
会
保
障

　
を
後
退
さ
せ
ず
、
世
界
の
国
々

　
が
模
範
と
す
る
日
本
の
社
会

　
保
障
制
度
を
更
に
充
実
さ
せ

　
る
こ
と
。 

一
．
国
は
、
健
康
保
険
証
を
存

　
続
さ
せ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

　
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

　
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
義
務
化

　
を
撤
回
す
る
こ
と
。

一
．
国
は
、
物
価
高
騰
を
踏
ま

　
え
、
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

　
を
行
う
こ
と
。

一
．
私
た
ち
歯
科
医
師
は
、
平

　
和
を
妨
げ
る
す
べ
て
の
動
き

　
に
反
対
す
る
。

　
　
　
２
０
２
３
年
6
月
18
日

　
　
　
東
京
歯
科
保
険
医
協
会

　
　
　
第
51
回
定
期
総
会
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進協議会、新日本医師協会、一般社団法人宮城県歯科医師会、一般社団法人東京都歯科技工士会、全国Ｂ型
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保険医協会、福岡県保険医協会、福岡県歯科保険医協会、佐賀県保険医協会、長崎県保険医協会、大分県保
険医協会、宮崎県保険医協会

第
51
回
定
期
総
会 

記
念
講
演

保
健
医
療
の
中
で
の
歯
科
分
野
へ
の
期
待

保
健
医
療
の
中
で
の
歯
科
分
野
へ
の
期
待

　
　
　
　
　
　 

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
理
事
　
山
本
光
昭 

氏

第51回定期総会祝電・メッセージ等一覧（※順不同、敬称略）

国会議員
衆
議
院
議
員

自由民主党 牧原 秀樹、髙鳥 修一
立憲民主党 阿部 知子、大西 健介、吉田 統彦、山岸 一生、青山 やまと
日本共産党 宮本 徹、笠井 亮

無所属 松原 仁
前衆議院議員 山花 郁夫

参
議
院
議
員

立憲民主党 牧山 ひろえ、塩村 あやか

日本共産党 小池 晃、吉良 よし子、田村 智子、山添 拓

元参議院議員 自見 庄三郎、円 より子

区議会議員
新宿区議会立憲民主党・無所属クラブ 志田 雄一郎、小野 裕次郎

新宿区議会新宿未来の会 のづ ケン
前新宿区議会社民新宿区議会議員団 かわの 達男

地方公共団体
武蔵野市長 松下 玲子

東京都議会議員

都民ファーストの会東京都議団 入江 のぶこ、本橋 ひろたか、福島 りえこ､ たきぐち 学､
尾崎 大介､ 山田 ひろし､ 森村 隆行､ 清水 やすこ､ 増子 博樹

日本共産党東京都議会議員団 曽根 はじめ、池川 友一

東京都議会立憲民主党 西沢 けいた、中村 ひろし、山口 拓
ミライ会議 田の上 いくこ

地域政党 自由を守る会 上田 令子

協
会
は
６
月
18
日
、
第
51
回
定
期
総
会
後

に
、
記
念
講
演
を
開
催
し
た
。
今
回
は
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
理
事
の
山
本
光
昭

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
保

健
医
療
に
係
る
最
近
の
話
題
と
歯
科
分
野
へ

の
期
待
」。
講
演
の
中
で
は
、「
２
０
２
５
年

問
題
・
２
０
４
０
年
問
題
」
や
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
ほ
か
、「
医
療
Ｄ
Ｘ
」

や
「
感
染
症
対
応
」
な
ど
、
保
健
医
療
に
関

す
る
話
題
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
行
政
官
と

し
て
関
わ
っ
て
き
た
歯
科
分
野
へ
の
取
り
組

み
と
今
後
の
期
待
に
つ
い
て
、
私
見
を
交
え

て
解
説
い
た
だ
い
た
。
司
会
は
当
会
副
会
長

の
本
橋
昌
宏
氏
が
務
め
た
。

　
経
験
に
基
づ
く
歯
科
分
野
の
重
要
性
を
紹
介

山
本
氏
は
冒
頭
で
、
自
身
が

厚
生
省
（
現
・
厚
生
労
働
省
）

に
入
省
し
、
歯
科
保
健
に
関
係

す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
説

明
。
大
学
卒
業
後
、
臨
床
医
で

は
な
く
予
防
医
学
の
道
を
選

び
、
公
衆
衛
生
行
政
機
関
で
あ

る
厚
生
省
に
医
系
技
官
と
し
て

入
省
。
１
９
９
２
年
の
広
島
県

庁
赴
任
を
き
っ
か
け
に
歯
科
保

健
に
関
係
。
90
年
代
当
時
は
、

出
生
数
減
少
か
ら
少
子
化
の
傾

向
が
表
れ
た
時
期
で
も
あ

り
、
歯
科
に
お
い
て
も
疾
病
治

療
だ
け
で
な
く
予
防
医
学
と
い

う
新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ

て
、
歯
科
医
療
モ
デ
ル
を
見
直

す
と
き
に
来
て
い
た
こ
と
に
言

及
し
た
。

そ
こ
で
山
本
氏
は
、
厚
生
省

が
８
０
２
０
運
動
を
提
唱
し
て

い
た
の
に
加
え
、
広
島
県
歯
科

医
師
会
と
と
も
に
「
住
民
が
実

感
で
き
る
目
標
を
」
と
考
え
、

５
×
５
＝
25
と
い
う
九
九
の
掛

け
算
に
か
け
、「
Ｇ
Ｏ
（
ゴ
ー
） 

Ｇ
Ｏ
（
ゴ
ー
）」
の
意
味
も
含

め
た
中
間
目
標
と
し
て
「
５
５

２
５
運
動
」
を
加
え
た
。
実

際
、
県
歯
科
医
師
会
に
「
主
治

医
が
抜
歯
す
る
と
言
っ
て
お

り
、
５
５
２
５
を
達
成
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
こ
と
を
受

け
、
提
供
者
目
線
で
は
な
く
住

民
目
線
を
取
り
入
れ
、
住
民
が

認
識
・
自
覚
で
き
る
目
標
を
つ

く
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

認
識
。
そ
の
後
、
00
年
の
茨
城

県
庁
赴
任
に
際
し
、
そ
の
考
え

を
基
に
64
歳
で
24
本
以
上
の
歯

を
保
つ
「
６
４
２
４
運
動
」
を

設
定
。
８
０
２
０
運
動
と
併
せ

６
４
２
４
運
動
を
進
め
、
保
健

医
療
サ
ー
ビ
ス
推
進
に
生
か
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
紹
介
し

た
。ま

た
、
茨
城
県
赴
任
時
に
、

歯
科
医
師
や
栄
養
士
が
中
心
と

な
っ
て
、
食
生
活
を
改
善
・
推

進
す
る
取
り
組
み
を
手
が
け
た

経
験
を
紹
介
。
す
べ
て
の
人
が

使
い
や
す
い
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
」
の
考
え
方
の
大
切

さ
を
指
摘
し
、
健
常
な
人
も
身

体
に
不
自
由
が
あ
る
人
も
、
双

方
に
使
い
や
す
い
よ
う
に
、
地

域
で
健
康
福
祉
活
動
を
実
践
し

て
い
く
歯
科
医
師
が
増
え
て
い

く
こ
と
に
期
待
を
示
し
た
。
　

◆
地
域
包
括
ケ
ア

広
島
の
医
師
の
発
案
で
生
ま

れ
た
地
域
包
括
ケ
ア
構
想

が
、
現
在
は
す
べ
て
の
領
域
に

か
か
る
も
の
と
し
て
政
策
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、「
こ
れ
か
ら
は
生
活
を
支

え
る
医
療
と
、
死
に
寄
り
添
う

医
療
が
大
切
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
高
齢
化
が
進
み
核
家
族

化
し
て
き
た
こ
と
で
、
滅
多
に

病
院
や
高
齢
者
施
設
に
来
な
い

ケ
ー
ス
で
は
、
高
齢
者
の
肉
体

的
な
衰
え
が
出
て
く
る
こ
と
に

理
解
を
得
に
く
い
こ
と
に
言
及

し
、
そ
れ
が
原
因
で
医
療
サ
ー

ビ
ス
側
と
親
族
間
で
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
、「
ど
う
現
実
を
認
識
し
て

も
ら
う
か
が
大
き
な
課
題
」
だ

と
訴
え
た
。

少
子
高
齢
社
会
と
い
う
言
葉

に
つ
い
て
は
、
日
本
社
会
全
体

は
当
て
は
ま
っ
て
い
て
も
、
地

域
に
よ
っ
て
は
年
々
高
齢
化
率

が
減
少
し
、
出
生
数
や
人
口
流

入
が
多
い
地
域
も
あ
る
と

し
、「
生
涯
現
役
社
会
」
と
い

う
言
葉
の
ほ
う
が
、
表
現
と
し

て
妥
当
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
。
そ
の
う
え
で
、
生

涯
現
役
社
会
を
目
指
す
３
つ
の

柱
と
し
て
、
①
生
涯
を
通
じ
た

健
康
づ
く
り
、
②
医
療
・
福
祉

の
充
実
、
③
生
涯
活
躍
で
き
る

場
の
創
生
を
挙
げ
、
①
と
②
に

つ
い
て
は
「
歯
科
医
療
の
関
わ

り
が
重
要
」
で
あ
る
と
し
た
。

高
齢
者
が
健
康
で
、
自
分
の
居

場
所
を
き
ち
ん
と
確
保
し
て
い

く
こ
と
が
、
日
本
社
会
全
体
を

生
き
生
き
と
活
気
の
あ
る
も
の

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述

べ
、
生
涯
現
役
社
会
を
目
指
す

重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
訴

え
た
。
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今年度は６件実施予定 生
活
保
護
の
指
導
計
画

個
別
指
導
は　
　
　
　
　
　

　
　

７
月
か
ら
実
施　

協
会
が
東
京
都
に
行
っ
た
開

示
請
求
に
よ
り
、
生
活
保
護
法

に
よ
る
個
別
指
導
は
今
年
度
６

件
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
指
導
は
７
月
、

8
月
、
10
月
、
11
月
、
お
よ
び

1
月
、
2
月
に
１
件
ず
つ
実
施

さ
れ
、
対
象
と
な
る
医
療
機
関

に
は
指
導
日
の
一
カ
月
前
に
実

施
通
知
が
送
ら
れ
る（
表
参
照
）。

ま
た
、
生
活
保
護
法
指
定
医

療
機
関
す
べ
て
が
対
象
と
な
る

一
般
指
導
は
、
今
年
度
６
年
に

1
度
の
指
定
更
新
に
あ
た
る
医

療
機
関
（
１
千
800
件
）
を
対
象

に
、
講
習
会
形
式
で
実
施
さ
れ

る
。
２
０
２
２
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

に
伴
い
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行

わ
れ
た
が
、
今
年
度
の
開
催
形

式
は
不
明
。
一
般
指
導
は
、
生

活
保
護
法
の
医
療
扶
助
に
お
け

る
留
意
事
項
や
事
務
の
取
り
扱

い
、
診
療
報
酬
請
求
上
の
留
意

事
項
な
ど
の
説
明
を
講
義
形
式

で
受
け
る
。

昨
年
度
の　
　
　
　
　
　
　

　

個
別
指
導
の
件
数

昨
年
度
の
個
別
指
導
は
、
７

件
が
実
施
さ
れ
、
1
件
当
た
り

の
返
還
金
額
の
平
均
は
32
万
２

千
143
円
で
あ
っ
た
。
金
属
歯
冠

修
復
（
Ｆ
Ｍ
Ｃ
、
レ
ジ
ン
前
装

金
属
冠
）、
ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク
、

歯
科
訪
問
診
療
料
な
ど
の
算
定

誤
り
な
ど
が
理
由
で
自
主
返
還

を
求
め
ら
れ
た
。

通
知
が
来
た
ら　
　
　
　
　

　
　

迷
わ
ず
協
会
に
相
談
を

通
知
が
届
い
た
場
合
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
協
会
に
ご
相
談

い
た
だ
き
た
い
。

表：生活保護法による個別指導の計画
実施月実施月 ４４月月 ５５月月 ６６月月 ７７月月 ８８月月 ９９月月

件数件数 — — — １件 １件 —

実施月実施月 1010月月 1111月月 1212月月 １１月月 ２２月月 ３３月月 合計

件数件数 １件 １件 — １件 １件 — ６件
＊　一般指導の実施月は未定

都
が

歯
科
医
療
機
関
に

１
万
円
支
給
へ

物
価
高
騰
対
策
支
援

の
要
請
が
実
る

左が末松義規衆議院議員（立憲）左が末松義規衆議院議員（立憲）

右が伊藤俊輔衆議院議員（立憲）右が伊藤俊輔衆議院議員（立憲）

６
月
１
日
、
矢
野
正
明
理
事

（「
保
険
で
よ
い
歯
を
」
東
京

連
絡
会
代
表
世
話
人
）
が
、
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求

め
、
伊
藤
俊
輔
衆
議
院
議
員

（
立
憲
）、
末
松
義
規
衆
議
院

議
員
（
立
憲
）
に
歯
科
医
療
機

関
の
現
状
を
訴
え
要
望
書
を
提

出
し
た
。

伊
藤
議
員
は
、「
定
期
健
診

な
ど
の
予
防
歯
科
は
重
要
で
あ

り
、
自
分
の
歯
に
対
す
る
先
行

投
資
と
な
る
。
予
防
歯
科
の
大

切
さ
を
国
に
伝
え
て
い
く
必

マイナ保険証問題などに理解示す

｢｢保険でよい歯保険でよい歯」」 をを

東京連絡会が議員要請東京連絡会が議員要請

要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
ま

た
、
健
康
保
険
証
廃
止
法
案
に

つ
い
て
も
「
期
限
あ
り
き
で
進

め
て
き
た
結
果
が
出
て
い
る
。

健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
あ
る
程
度
併
用
し
て

い
き
、
開
始
前
に
検
証
を
す
べ

き
」「
医
療
の
現
場
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
す
る
と
別

人
が
表
示
さ
れ
て
し
ま
う
の
は

大
問
題
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

末
松
議
員
は
、「
歯
の
健
康

は
、
全
身
の
健
康
に
影
響
す
る

た
め
高
齢
者
の
２
割
化
負
担
で

受
診
抑
制
が
起
き
て
し
ま
う
の

は
問
題
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
求
め
る
請
願
署
名
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
先
生
方
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

も
、
お
金
の
心
配
を
せ
ず
安
心

し
て
歯
科
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

保
険
証
廃
止
は
あ
り
え
な
い
！

国
会
内
集
会
「
命
に
つ
な
が
る
問
題
」

６
月
１
日
、
衆
議
院
第
２
議

員
会
館
多
目
的
会
議
室
で
「
保

険
証
廃
止
は
あ
り
え
な
い
！
私

た
ち
の
声
を
聞
い
て
国
会
内

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
会
場
に

220
名
、
国
会
議
員
８
名
お
よ
び

マ
ス
コ
ミ
５
社
６
人
が
参

加
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
380
人
が
視
聴
し

た
。
協
会
か
ら
は
森
元
主
税
理

事
（
保
団
連
副
会
長
）、
矢
野

正
明
理
事
が
会
場
で
、
早
坂
美

都
理
事
（
現
副
会
長
）、
橋
本
健
一

理
事
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
参
加
し
た
。

会
場
に
は
吉
田
統
彦
衆
議
院

議
員
（
立
憲
）、
早
稲
田
ゆ
き

衆
議
院
議
員
（
立
憲
）、
階
猛

衆
議
院
議
員
（
共
産
）、
高
木

真
理
参
議
院
議
員
（
立
憲
）、

野
田
国
義
参
議
院
議
員
（
立

憲
）、
芳
賀
道
也
参
議
院
議
員

（
国
民
）、
水
野
も
と
子
参
議

院
議
員
（
立
憲
）、
伊
藤
岳
参

議
院
議
員
（
共
産
）
が
駆
け
付

け
た
。「
患
者
さ
ん
と
の
ト
ラ

ブ
ル
の
矢
面
に
立
っ
て
い
る
の

が
医
療
機
関
で
あ
る
。
こ
ん
な

こ
と
は
あ
っ
て
は
い
け
な

い
。
い
っ
た
ん
マ
イ
ナ
保
険
証

の
使
用
を
停
止
す
べ
き
」
な
ど

の
声
が
上
が
っ
た
。

全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合

会
の
久
保
田
直
生
氏
は
、
右
半

身
の
麻
痺
を
抱
え
る
患
者
の
事

例
を
報
告
し
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

と
保
険
証
の
紐
づ
け
を
す
る
た

め
に
、
役
所
で
申
請
書
に
自
筆

の
署
名
を
求
め
ら
れ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
紹
介
。
代
理
申
請
の
際

の
委
任
状
に
も
本
人
の
自
筆
が

必
要
で
、
申
請
す
ら
ま
ま
な
ら

な
い
と
訴
え
、「
無
保
険
と
な

っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高

い
」
と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
は
「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
署
名
６
・
１
提

出
集
会
」
も
開
か
れ
、
16
万
９

千
724
筆
の
署
名
を
提
出
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
関
係
団
体

か
ら
活
動
報
告
な
ど
が
発
表
さ

れ
る
中
、「
保
険
適
用
の
拡
大

を
願
う
会
」
の
小
尾
直
子
氏

は
、
学
校
健
診
で
要
治
療
と
な

っ
た
子
ど
も
の
歯
列
矯
正
に
つ

い
て
、
保
険
適
用
を
求
め
て
活

動
し
て
き
た
経
緯
と
現
状
を
報

告
。
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進

め
て
行
く
決
意
を
表
明
し
た
。

各
団
体
が
訴
え

協
会
が
今
年
３
月
に
実
施
し

た
歯
科
医
療
機
関
を
対
象
に
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
昨

年
同
時
期
と
比
べ
て
７
割
以
上

の
医
療
機
関
で
、
電
力
料
金
が

10
％
以
上
値
上
が
り
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、
物
価
高
騰
に
対
し
支

援
や
助
成
を
求
め
る
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
、
協
会
で
は
４

月
14
日
に
電
気
料
金
等
の
光
熱

水
費
、
お
よ
び
歯
科
材
料
費
の

高
騰
等
に
対
す
る
歯
科
医
療
機

関
へ
の
財
政
措
置
の
実
施
を
求

め
る
要
望
書
を
東
京
都
と
各
区

市
町
村
に
送
付
し
た
。

そ
の
結
果
、
東
京
都
で
は
昨

年
度
は
光
熱
費
支
援
の
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
無
床
診
療
所
に

対
し
て
、
一
律
１
万
円
の
光
熱

費
支
援
の
支
給
を
決
定
し

た
。
申
請
方
法
な
ど
は
未
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
情
報

が
入
り
次
第
、
会
員
に
機
関

紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
デ
ン
タ

ル
ブ
ッ
ク
な
ど
で
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
各
区
市
町
村
で
も
医

療
機
関
に
対
す
る
支
援
を
検
討

し
て
い
る
と
の
回
答
を
得
て
お

り
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
今

後
、
情
報
が
入
り
次
第
、
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
あ
る
。
デ
ン

タ
ル
ブ
ッ
ク
に
登
録
す
る
と
協

会
か
ら
メ
ー
ル
で
最
新
情
報
を

お
届
け
す
る
。
ま
だ
登
録
し
て

い
な
い
先
生
は
こ
の
機
会
に
登

録
す
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

会員優待
ご案内

東京歯科保険医協会では会員の先生向けに
「サンリオピューロランド」など、各種優待サービ
スをご案内しております。ご希望の
方は、右記QRコードよりアクセス
し、必要事項明記の上、お申し込みく
ださい。

　
歯
科
用
貴
金
属
材
料
の
価
格
は
、
２
０
２
２
年
４
月
か

ら
変
動
幅
に
か
か
わ
ら
ず
３
カ
月
ご
と
に
改
定
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
23
年
7
月
か
ら
の
金
パ
ラ
の
告
示
価

格
は
1
グ
ラ
ム
3
千
391
円
か
ら
3
千
77
円
に
引
き
下
げ
に

な
る
。
一
方
、
銀
合
金
・
メ
タ
ル
コ
ア
は
変
更
な
し
、
14

カ
ラ
ッ
ト
金
合
金
は
引
き
上
げ
と
な
る
。
点
数
は
左
表
の

通
り
に
変
更
さ
れ
る
。

区　分 ４～６月 ７～９月
インレー（単純なもの）

前歯・小臼歯

467点 442点
インレー（複雑なもの） 836点 785点
3/4冠 1,052点 988点
4/5冠 992点 928点
全部金属冠 1,309点 1,229点
インレー（単純なもの）

大臼歯

598点 560点
インレー（複雑なもの） 1,038点 968点
4/5冠 1,258点 1,171点
全部金属冠 1,648点 1,537点

接着冠
前歯 1,052点 988点
小臼歯 992点 928点
大臼歯 1,258点 1,171点

レジン前装金属冠
前歯 2,238点 2,140点
小臼歯 2,238点 2,140点

鋳造ポンティック
小臼歯 1,469点 1,373点
大臼歯 1,808点 1,681点

レジン前装金属ポンテ
ィック

前歯 2,006点 1,929点
小臼歯 1,669点 1,573点
大臼歯 1,868点 1,741点

双子鉤（鋳造鉤）
犬歯・小臼歯 1,114点 1,035点
大・小臼歯 1,354点 1,252点

二腕鉤（鋳造鉤）
前歯 843点 787点
犬歯・小臼歯 891点 830点
大臼歯 989点 919点

コンビネーション鉤
前歯 540点 512点
犬歯・小臼歯 564点 534点
大臼歯 613点 578点

鋳造バー 2,219点 2,056点

ローチのバークラスプ
1歯 1,334点 1,232点
2歯以上 1,354点 1,252点

根面被覆(根面版)
前歯・小臼歯 467点 442点
大臼歯 598点 560点

キーパー付根面板
前歯・小臼歯 1,135点 1,084点
大臼歯 1,337点 1,267点

区　分 ４～６月 ７～９月
インレー（単純なもの）

前歯・小臼歯・乳
歯

204点 204点
インレー（複雑なもの） 314点 314点
3/4冠 406点 406点
4/5冠 346点 346点
全部金属冠 500点 500点
インレー（単純なもの）

大臼歯

213点 213点
インレー（複雑なもの） 324点 324点
4/5冠 361点 361点
全部金属冠 517点 517点

接着冠
前歯 406点 406点
小臼歯 346点 346点
大臼歯 361点 361点

レジン前装金属冠 前歯 1,276点 1,276点
小臼歯 1,276点 1,276点

鋳造ポンティック 小臼歯 485点 485点
大臼歯 485点 485点

レジン前装金属ポンテ
ィック

前歯 1,245点 1,245点
小臼歯 699点 699点
大臼歯 559点 559点

根面被覆(根面版) 前歯・小臼歯 204点 204点
大臼歯 213点 213点

キーパー付根面板 前歯・小臼歯 613点 613点
大臼歯 623点 623点

メタルコア 前歯・小臼歯 200点 200点
大臼歯 256点 256点

インレー（複雑なもの） 1,341点 1,376点
3/4冠 1,691点 1,735点

双子鉤（鋳造鉤） 犬歯・小臼歯 1,369点 1,406点
大・小臼歯 1,624点 1,670点

二腕鉤（鋳造鉤）
前歯 894点 916点
犬歯・小臼歯 1,090点 1,119点
大臼歯 1,349点 1,386点

線鉤
双子鉤 879点 900点
二腕鉤（レスト付） 662点 679点
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　夏季休診など医療機関全体をお休みにする
際に、計画的な有休を取得させることを一斉
付与方式、有休付与計画表によって取得させ
ることを個人別付与方式といい、それぞれの
方式で計画的な有休の付与ができます。ただ
し、有休の付与日数が少ない従業員がいる場
合には、一斉付与方式の導入は難しい場合も
ありますのでご注意ください。
　特に留意したい点は、既に夏季休診として
決まっている日を計画的付与とすること
や、就業規則等で定められている夏季休暇を
計画的付与に置き換えるなどは、元々の休日
を有休に置き換えることになり、不利益変更
となる場合があるので注意が必要です。

Q　日常の診療でも、予約が多い日に休まれ
ると困る。「人が少ないから有休の付与
はできない」というのは時季変更の理由
になるのか？

A　従業員が少ない診療所での有休の付与
は、悩む点だと思います。有休は従業員が請
求した時期に与えることが原則です。雇用側
には申請された有休の取得時季を変更する権
利「時季変更権」があります。ただし、いつ
でも「時季変更権」を行使できるわけではな

経営・税務相談Q＆A  No.406

年次有給休暇年次有給休暇

夏季休暇にあてられる？夏季休暇にあてられる？

Q　１年間で５日以上の年次有給休暇(以下、
有休)を取得させるため、夏季休診の際
に有休を一斉付与したいが注意事項はあ
るのか？

A　2019年４月より、１年間に10日以上の有
休が付与される従業員に対しては、５日以上
の有休を取得させることが義務となっていま
す。
　有休のうち、５日を超える分については、
労使協定を結べば、計画的に休暇取得日を割
り振ることができます。計画的に付与できる
のは、一度に10日以上の有休を付与する従業
員で、付与日数のうち５日を超える日数を対
象とすることができます。
　例えば、有休の付与日数が10日の従業員に
対しては５日、有休の付与日数が20日の従業
員に対しては15日までを計画的な付与の対象
にできます。

く、「事業の正常な運営を妨げる場合」であ
るとされています。その判断基準は、「業務
運営に不可欠で、代替者を確保することが困
難な状態を指す」など、その従業員の担当す
る業務、職責などを客観的に判断します。
　例えば、従業員が休むことで、必要な医療
を患者に提供できないなどの影響が出るよう
な場合は、認められる可能性があります。小
規模な医療機関では代替者の確保も難しい場
合もありますが、可能な限り希望通りの有休
を与えることは仕事へのモチベーションにも
つながります。
　複数の従業員が同じ日に有休の申請をした
場合は困ってしまいます。そのような状況を
防ぐためにも、予め有休を申請してもらう事
前申請制を導入している医療機関もありま
す。いつまでに申請するかは各医療機関で決
めることができます。事前申請制の導入で、
突然の申請をなくすことは法的には難しいで
すが、一定の抑止効果は期待できます。
　また、事前申請制を導入する場合は就業規
則に明記するとよいでしょう。就業規則がな
い医療機関は、この機会に作成することをお
勧めします。従業員にも納得してもらいなが
ら作成すれば、今後のトラブル防止にもつな
がります。

　2023年10月より始まるインボイス制度について、そもそもどのような制度な
のか、歯科医院にはどのような影響があるのか、歯科医院は登録したほうが良
いのかなどを協会の顧問税理士である枇杷阪隆貴税理士がわかりやすく解説し
ます。インボイス制度の登録期限は９月末までです。登録期限の前に自院が登
録すべきかを当研究会で今一度確認しましょう。

日　時　８月31日（木）午後７時～９時
講　師　枇杷阪 隆貴 税理士（税理士法人税制経営研究所）
会　場　東京歯科保険医協会 6F 会議室（＊１）
定　員　25名
対　象　会員、歯科医療機関の経理担当者
参加費　無料
予　約　QRコードからお申し込みください。

インボイス制度研究会インボイス制度研究会
予約フォーム

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：７月 20 日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

　毎年好評のシャープニング・SRP実習の講習会です。９月はキュレット型
スケーラーの形態に基づいた望ましいシャープニング法について講義、その後
少人数のグループに分かれ分度器やルーペなどを使用しながら実際の研ぎ方を
学びます。10月は「SRP(手用スケーラー )編」で効果的な手技方法などを学び
ます。シャープニングやSRPを基礎から学び直したい方はぜひご参加ください。
※各回参加人数に制限があります。お申し込みのタイミングによっては、キャ
ンセル待ちとなる場合があります。予めご了承ください。

日　時　「シャープニング編」              ９月28日(木)　午後６時30分～９時
　　　　「SRP(手用スケーラー )編」10月26日(木)　午後６時30分～９時
講　師　新田 浩氏（東京医科歯科大学大学院　医歯学総合研究科
　　　　　　　　　　総合診療歯科学分野教授）
会　場　東京歯科保険医協会 ６F 会議室（＊１）
定　員　「シャープニング編」             25名
　　　　「SRP(手用スケーラー )編」20名
対　象　会員の歯科医院勤務の歯科衛生士
参加費　10,000円( １名／各回)
予　約　QRコードからお申し込みください。

ドクター・スタッフ講習会ドクター・スタッフ講習会

～シャープニング・ＳＲＰ実習～～シャープニング・ＳＲＰ実習～
SRP編シャープニング編

予約フォーム

第第２２回施設基準のための講習会回施設基準のための講習会
～歯初診・外来環・歯援診・か強診～～歯初診・外来環・歯援診・か強診～

　この講習会は、１日で「歯初診」「外来環」「歯援診」「か強診」の施設基
準に対応した修了証を取得できます。また、医療法で定められている年２回
の医療安全講習会にも対応しています。
【注意】「外来環」「歯援診」「か強診」の施設基準は更新制ではありません。

日　時　10月29日（日） 
　　　　①歯初診、外来環、歯援診、か強診コース：午後１時～６時30分
　　　　②歯初診、外来環コース：午後４時～６時30分 
講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 教授） 
　　　　坂下 英明 氏（明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／
　　　　　　　　　　  我孫子聖仁会病院 口腔外科センター長） 
  馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長） 
  森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事） 
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ３F（＊２）
定　員　100名
対　象　会員 
参加費　①の施設基準（４種類）：8,000円（修了証代込） 
　　　　②の施設基準（２種類）：5,000円（修了証代込） 
予　約　QRコードからお申し込みください。

予約フォーム
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内

　2023年度の新規個別指導は、概ね開業後、半年～１年以内の医療機関が選
定されています。指導対策は通知が届いてから始めたのでは準備不足となり
がちで、指導技官からの指摘や質問に正しく返答できない可能性がありま
す。講習会では指導で指摘されやすい事項を前提とした保険診療の基本的な
ルール、カルテ記載や請求方法、自費と保険の考え方を解説します。指導対
策としてだけではありませんので、開業医の先生だけでなく、勤務医の先生
にもご参加いただきたい講習会です。

日　時　７月９日（日）午後12時～５時
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ３F（＊2）
定　員　50名
参加費　会　　員：13,000円
　　　　未入会員：30,000円
予　約　QRコードからお申し込みください。

予約フォーム

第第１１回新規開業医講習会回新規開業医講習会

＊１　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　
交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊2　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－9 TDビル
（交通は東京歯科保険医協会と同じ）

＊3　Web開催・配信はＺoomウェビナーを使用します。

　歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準に対応した「院内感染防止
対策講習会」をWebおよび会場にて開催します。Web参加希望の場合はデ
ンタルブックに登録の上、マイページからご予約ください。決済方法は予約
後、メールにてご案内いたします。
　なお、本講習会はZoomウェビナーでの視聴後に確認テストを行い、合格
した方に修了証をメールにてお送りする予定です。会場参加希望の場合は
QRコードを読み込み、Googleフォームよりご予約ください。

日　時　第３回　▼Web開催：７月19日（水）午後７時～８時
　　　　第４回　▼会場開催：７月19日（水）午後７時～８時
講　師　濱﨑 啓吾 氏（院内感染防止対策委員会 委員長）
会　場　東京歯科保険医協会 6F 会議室（＊1）、 Web開催（＊3）
定　員　会場開催：20名、Web開催：500名
対　象　会員
参加費　1,000円
予　約　QRコードからお申し込みください。

※　Web開催申し込みの場合は
        デンタルブックへの登録が必要です

歯初診の施設基準対応歯初診の施設基準対応
院内感染防止対策講習会院内感染防止対策講習会

WEB開催
第３回

　訪問診療未経験の先生からは、「実際の現場をイメージできないため不安」
「どんな器材を準備したらよいかわからない」などの声をいただきます。そこ
で今回は、歯科訪問診療の実際の症例や器材の紹介なども含めた「臨床編」を
開催します。懇談会形式で経験豊富な講師とディスカッションしながら不安を
解消しましょう。感染対策を講じた上で、少人数制で開催し、会員間の交流も
深められたらと思います。ぜひ、ご参加ください。
　なお、参加者には冊子「今日からできる歯科訪問診療の手引き」を無料配布
いたします。

日　時　７月27日（木）午後７～９時 
講　師　池川 裕子 氏（東京歯科保険医協会 理事） 
会　場　東京歯科保険医協会 6F 会議室（＊1） 
定　員　10名(先着順)（会場参加のみ） 
対　象　会員本人のみ（歯科訪問診療未経験の方）
参加費　3,000円 事前振込制 
予　約　QRコードからお申し込みください。

「保険でよい歯を」東京連絡会　2023講演会　「口から見た子育て」「保険でよい歯を」東京連絡会　2023講演会　「口から見た子育て」

日　時　７月９日（日）午後１時30分～３時
講　師　岩倉 政城 氏（尚絅学院大学 名誉教授／宮城県社会保障推進協議会 会

長／新日本医師協会 顧問）
会　場　東京歯科保険医協会 6F 会議室（＊1）、 Web配信（＊3）
定　員　会場参加：20名、Web参加：500名
参加費　無料
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　※協会ホームページからもお申し込みいただけます。

　「保険でよい歯を」東京連絡会主催の公開講演のお知らせ
です。スタッフや患者さんも参加いただけるほか、Web受講
も可能です。
　ことばの憶え始めの子どもは、大人が語りかけると口をじ
っと見ます。それが今、マスクで覆われ、ことばも情緒も伝
わりにくくなっています。「口」を巡って、いま子どもたち
が直面する課題とその克服への道すじを実例と音楽を聴きな
がら語り合いましょう。子どもが「もっと」と喜ぶ、仕上げ
歯みがきのコツも学んでください。

　初めて歯科医院に勤務される方にとっては、歯科の「用語」「治療の流れ」
など、わからないことだらけだと思います。先生や先輩に聞きたいことがたく
さんあるけど、基礎的なことは聞きにくい…と悩まれている方も多いのではな
いでしょうか？そこで、未経験スタッフを対象とした基礎講習会を準備いたし
ました。久しぶりに歯科業務に復帰する方や、もう一度基礎を勉強したいとい
う方も大歓迎です！この機会に基礎をバッチリ押さえましょう！
※保険制度の講習および実習などは含まれておりません。

第第１１回スタッフ講習会回スタッフ講習会

未経験スタッフのための基礎講習会未経験スタッフのための基礎講習会
「デンタルスタッフのための歯科保険診療ハンドブック2023年版」のご案内
　初めて歯科医療機関に勤務される人やもう
一度基礎を勉強したいというスタッフに向け
た書籍「デンタルスタッフのための歯科保険
診療ハンドブック」がリニューアルして発刊
されました。スタッフ教育や研修の資料にぜ
ひご活用ください。
　なお、本書籍は「未経験スタッフのための
基礎講習会」（7/21開催、左記講習会）のテキ
ストとして使用しております（同講習会は参
加費にテキスト代を含んでいます）。講習会参
加希望の方は別途お申し込みください。
◆お申し込みは協会経営管理部まで
➡ ☎ ０３－３２０５－２９９９

書籍名：デンタルスタッフのための歯科保険診療ハンドブック
価　格：4,500円（税込、送料別）

　セルフケアとプロフェッショナルケアの実際を患者さんのライフステージに
沿ってお伝えします。こだわりの強い方、プロケアに頼りすぎる方、重度歯周
病の方など、対応が難しい患者さんへの携わり方について歯科衛生士の立場か
らお話しします。さらにPMTC・デブライドメントでは、臨床のヒント動画
もご紹介します。日頃行っているTBIやPMTCの中でブラッシュアップの一
助になれば幸いです。　
講習内容　○TBIではどこを見て何を行うか
　　　　　○ライフステージに沿った口腔衛生指導とプロケア
　　　　　○対応が難しい患者さんへの携わり方
　　　　　○PMTCとデブライドメント～臨床のヒント～
　　　　　○メインテナンス・SPTを継続させるために
日　時　７月30日（日）午前10時～午後１時30分
講　師　波多野 映子氏（古畑歯科医院 勤務 ・歯科衛生士）
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ４F（＊2）
定　員　100名(先着順)
対　象　会員の歯科医療機関勤務の歯科衛生士
参加費　5,000円
予　約　QRコードからお申し込みください。

第2回スタッフ講習会第 2回スタッフ講習会

～ＴＢＩ＆ＰＭＴＣ・デブライドメント～～ＴＢＩ＆ＰＭＴＣ・デブライドメント～ 予約フォーム

第第２２回これから始める歯科訪問診療講習会回これから始める歯科訪問診療講習会 
－臨床の基本－－臨床の基本－

予約フォーム

 会場開催
第４回

予約フォーム

予約フォーム

後援：

日　時　7月21日（金）午後７時～８時30分
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ４F（＊2）
定　員　80名
対　象　歯科医療機関勤務経験の浅い方
　　　　または未経験の方
参加費　5,000円（テキスト代金含む）
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　  ※お電話でも受付中☎03-3205-2999



（ 6）第６４０号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０23年（令和５年）７月１日 （第三種郵便物認可）
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シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
は〝
ス
ピ
ー
ド
勝
負
〟。

だ
か
ら
導
入
ま
で
の
時
間
を
で
き
る
だ
け
引
き
延
ば

せ
ば
止
め
ら
れ
ま
す
。
連
日
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ

ブ
ル
報
道
が
流
れ
て
い
る
今
、
政
府
は
対
応
に
追
わ

れ
、
導
入
が
怪
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
よ
ね
？
大

切
な
こ
と
は
、
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
の
で

す
。
紙
の
健
康
保
険
証
廃
止
ま
で
あ
と
１
年
、
そ
の

間
に
資
格
確
認
書
を
も
ら
っ
て
毎
年
更
新
す
れ

ば
、
さ
ら
に
引
き
延
ば
せ
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
政
府

が
狭
め
よ
う
と
す
る
選
択
肢
を
、
私
た
ち
の
手
で
増

や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
資
格
確
認
書
は
初
診
18

円
、
再
診
６
円
、
窓
口
で
余
計
に
か
か
る
け
れ
ど
、

そ
れ
は
、
ト
ラ
ブ
ル
だ
ら
け
で
災
害
時
も
使
え
な
い

マ
イ
ナ
保
険
証
か
ら
、
個
人
情
報
を
守
る
「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
保
護
費
」
と
考
え
て
。
こ
の
「
資
格
確
認

書
」
は
と
て
も
大
事
な
手
段
な
の
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
ま
だ
大
半
の
国
民
は
ご
存
知
な
い
の
で
、
ぜ
ひ

先
生
た
ち
か
ら
患
者
さ
ん
に
知
ら
せ
て
あ
げ
て
ほ
し

い
で
す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
「
資
格
確
認
書
」
と
い
う

選
択
肢
が
あ
り
ま
す
よ
と
い
う
張
り
紙
が
あ
る
だ
け

で
、
多
く
の
人
が
救
わ
れ
、
政
府
の
暴
走
を
止
め
る

力
に
な
る
で
し
ょ
う
。
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
自
分

の
身
体
を
預
け
る
先
生
の
言
葉
は
と
て
も
重
い
か
ら

で
す
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
返
却
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ

り
ま
す
。
役
所
で
申
請
す
れ
ば
10
分
ほ
ど
で
終
わ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
大
事
な
の
は
、
カ
ー
ド
返
却

前
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
履
歴
を
消

去
、
公
金
受
取
口
座
と
の
ひ
も
付
け
を
解
消
す
る
こ

と
で
す
。
例
え
ば
紙
の
健
康
保
険
証
廃
止
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
情
勢
が
ど
う
な
る
か
様
子
を
見
て
、
そ
れ
か
ら

考
え
て
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
国
会
が
閉
会
し
た
の

で
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
不
祥
事
は
さ
ら
に
た
く
さ
ん
報

道
さ
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
不
安
や
心
配
は
地
元
の

役
所
や
首
長
さ
ん
に
ど
ん
ど
ん
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
岡
山
県
や
神
奈
川
県
で
は
、
市
や
首
長

の
判
断
で
政
府
方
針
を
撤
回
す
る
動
き
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
を
打
破
し
た
ケ
ー
ス
も

シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
を
打
破
し
た
ケ
ー
ス
も

―
実
際
に
政
府
か
ら
の
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
を

退
け
た
事
例
は
あ
り
ま
す
か
。

か
つ
て
タ
イ
が
大
津
波
で
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
時

に
、
被
災
者
は
復
興
を
政
府
に
任
せ
ず
主
体
的
に
取

り
組
み
、
先
住
民
を
中
心
に
し
た
復
興
が
進
み
ま
し

た
。
先
ほ
ど
少
し
触
れ
た
岡
山
県
の
事
例
で
は
、
マ

―
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
に
つ
い
て
改
め
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
カ
ナ
ダ
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ナ
オ
ミ
・

ク
ラ
イ
ン
氏
の
造
語
で
す
。「
シ
ョ
ッ
ク
」
は
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
、
自
然
災
害
、
テ
ロ
や
戦
争
な
ど
国
民

が
恐
怖
や
不
安
で
頭
が
真
っ
白
に
な
る
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
出
来
事
で
、「
ド
ク
ト
リ
ン
」
は
法
律
や
政
策

で
す
。
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
は
、
普
段
な
ら
導

入
で
き
な
い
も
の
を
、
混
乱
に
乗
じ
て
急
速
に
取
り

入
れ
て
社
会
を
都
合
よ
く
変
え
て
し
ま
う
、
日
本
語

で
言
う
と
「
火
事
場
泥
棒
」
で
す
。
シ
ョ
ッ
ク
・
ド

ク
ト
リ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
9
・
11
、
ス
リ
ラ
ン
カ

議
決
定
し
、「
で
き
な
い
な
ら
医
療
機
関
の
資
格
停

止
」
と
ま
で
ち
ら
つ
か
せ
ま
し
た
。

一
方
、
国
民
に
は
「
早
く
し
な
い
と
ポ
イ
ン
ト
２

万
円
分
も
ら
え
ま
せ
ん
よ
」
と
焦
ら
せ
、
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
取
得
を
促
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
普
及
し
な
い

状
況
に
、
今
度
は
「
紙
の
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
ま

す
」
と
い
う
話
が
で
て
き
ま
し
た
。
健
康
保
険
証
が

な
く
な
っ
て
病
院
に
行
け
な
く
な
る
と
思
う
と
、
国

民
は
急
い
で
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
よ
ね
。
こ

れ
も
「
恐
怖
」
を
煽
り
行
動
さ
せ
る
シ
ョ
ッ
ク
・
ド

ク
ト
リ
ン
で
す
。
認
知
症
や
寝
た
き
り
の
方
な
ど
、

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
自
分
で
取
得
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
誰
も
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
治
療
を
受
け
ら

れ
る
と
い
う
国
民
皆
保
険
制
度
が
崩
れ
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
は
憲
法
第
25
条
が
保
障
す
る
生
存
権
に
反

の
自
然
災
害
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
も
起
き

て
い
ま
す
。

―
コ
ロ
ナ
禍
の
日
本
で
も
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン

が
起
き
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

21
年
５
月
。
政
府
は
12
日
に
終
わ
る
は
ず
だ
っ
た

４
都
道
府
県
の
緊
急
事
態
宣
言
を
月
末
ま
で
延
長

し
、
同
日
「
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
案
」
を
可
決
し
ま
し

た
。
緊
急
事
態
下
で
63
本
も
の
法
案
を
束
ね
た
上
に

わ
ず
か
27
時
間
の
審
議
で
一
気
に
採
決
さ
せ
る
と
い

う
、
ま
さ
に
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
手
法
を
使

っ
た
こ
の
法
案
に
は
、「
個
人
情
報
保
護
規
制
」
を

緩
め
る
項
目
が
入
っ
て
い
た
の
で
す
。
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
、
22
年
６
月
に
は
医
療
機
関
へ
の
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
義
務
化
を
閣

す
る
も
の
で
す
。

―
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
を
見
分
け
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
で
す
か
。

シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト

は
２
つ
。
１
つ
目
は
、
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
強
調
す
る

こ
と
で
す
。
例
え
ば
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
「
住
民
票
を

コ
ン
ビ
ニ
で
発
行
で
き
る
」「
２
万
円
分
ポ
イ
ン
ト

が
も
ら
え
る
」
な
ど
。
２
つ
目
は
と
に
か
く
急
が
せ

る
こ
と
。
国
民
に
「
早
く
し
な
い
と
健
康
保
険
証
が

な
く
な
る
ぞ
」、
医
療
機
関
に
「
早
く
し
な
い
と
資

格
剥
奪
す
る
よ
」
と
、
急
か
し
、
そ
の
隙
に
マ
イ
ナ

保
険
証
普
及
を
強
行
す
る
の
で
す
。

―
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
が
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
現
代

で
、
大
切
な
こ
と
は
。

社
会
行
政
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
時
、
一
番
の
鉄
則

は
リ
ス
ク
分
散
（
デ
ー
タ
の
分
散
集
積
）
で
す
。
多

く
の
個
人
情
報
が
ひ
も
付
い
て
い
る
ほ
ど
に
、
ハ
ッ

キ
ン
グ
や
漏
洩
、
犯
罪
が
起
き
た
時
に
被
害
が
大
き

く
な
る
か
ら
で
す
。
ア
メ
リ
カ
や
韓
国
は
、
ひ
も
付

け
る
情
報
を
増
や
し
て
失
敗
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

の
社
会
保
障
番
号
も
当
初
は
「
社
会
保
障
」
の
目
的

だ
け
に
使
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
の
が
、
番
号
を
ひ
も

付
け
て
利
用
す
る
行
政
機
関
、
業
界
が
増
え
て
い
き

ま
し
た
。
ゴ
ミ
箱
を
漁
っ
て
番
号
を
盗
む
、
カ
ー
ド

決
済
の
際
に
抜
き
取
ら
れ
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
も
絶
え

ま
せ
ん
。
他
人
に
な
り
す
ま
し
て
仕
事
を
探
す
こ
と

や
、
番
号
を
悪
用
し
た
身
分
の
売
り
買
い
も
行
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

一
方
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
成
功
し
た
の
は
台
湾
で
、

注
目
す
べ
き
は
お
年
寄
り
や
、
一
番
シ
ス
テ
ム
を
使

い
づ
ら
い
人
に
合
わ
せ
た
制
度
設
計
を
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
感
心
し
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態

に
お
い
て
も
現
行
の
憲
法
と
法
律
の
中
で
対
応

し
、
そ
れ
ら
を
飛
び
越
え
な
い
方
法
を
選
ん
だ
こ
と

で
す
。
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
な
い
人
に
対
応
で
き
る
体

制
を
敷
く
な
ど
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
両
方
を

残
し
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
時
は
性

悪
説
で
制
度
設
計
す
る
の
が
基
本
で
す
。
権
力
者
が

悪
い
こ
と
を
す
る
前
提
で
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
技
術

的
に
悪
事
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
リ
ス
ク
管
理
す

べ
き
な
の
で
す
。

シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
を
前
に

シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
を
前
に

２２
つ
の
選
択
肢
「
先
生
か
ら
発
信
を
」

つ
の
選
択
肢
「
先
生
か
ら
発
信
を
」

―
日
本
で
そ
の
よ
う
な
方
向
に
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
。

1
つ
は
「
何
の
た
め
に
す
る
の
か
」
と
い
う
議
論

が
な
い
ま
ま
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
目
的
化
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
海
外
に
追
い
つ
き
た
い
と
い

う
焦
り
と
、
デ
ジ
タ
ル
、
広
告
業
界
な
ど
か
ら
の
企

業
群
献
金
や
強
い
要
望
が
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
導
入
ば

か
り
が
先
行
し
て
い
る
、
い
つ
も
の
状
態
。
２
つ
目

は
、
ゆ
く
ゆ
く
は
日
本
全
国
に
広
げ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
、
街
中
を
ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぐ
「
ス
ー
パ
ー

シ
テ
ィ
」
の
準
備
の
た
め
で
す
。
20
年
５
月
に
可
決

し
た
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
法
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？
こ

の
法
律
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
個
人
情
報
を
誰
に

ど
こ
ま
で
提
供
す
る
か
を
、
首
長
と
企
業
で
決
め
ら

れ
る
と
い
う
危
険
な
項
目
が
入
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
に
紐
づ
け
ら
れ
る
多
く
の
情
報
、
特
に
巨

額
の
利
益
を
生
み
出
す
医
療
情
報
を
、
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
を
通
し
て
手
に
す
る
こ
と
を
、
国
内
外
の
企
業

群
が
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
を
前
に
私
た
ち
は
ど
う

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
で
横
行
す
る
「
な
り
す
ま
し
」

ア
メ
リ
カ
で
横
行
す
る
「
な
り
す
ま
し
」

イ
ナ
カ
ー
ド
取
得
を
条
件
と
し
た
給
食
費
免
除
の
方

針
を
市
が
撤
回
し
ま
し
た
。
市
長
の
そ
の
方
針
に
対

し
、
保
護
者
が
「
こ
れ
は
お
か
し
い
」
と
声
を
上
げ

た
結
果
、
撤
回
さ
せ
た
の
で
す
。
小
さ
な
町
で
も
で

き
た
こ
と
は
、
必
ず
私
た
ち
に
も
で
き
る
は
ず
で
す

よ
。

―
座
右
の
銘
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
正
し
さ
よ
り
優
し
さ
」
で
す
。
権
力
の
監
視
は

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
責
務
で
す
が
、
正
義
を
重
視
し

過
ぎ
れ
ば
相
手
を
裁
く
こ
と
で
本
末
転
倒
に
な
る
か

ら
で
す
。
今
は
皆
が
自
分
の
正
し
さ
を
主
張
し
、
社

会
が
ど
ん
ど
ん
分
断
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
私
は
常

に
、
正
し
さ
よ
り
優
し
さ
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
で

す
。

―
と
こ
ろ
で
、
歯
科
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

私
は
、
病
院
は
ほ
と
ん
ど
行
か
な
い
の
で
す
が
、

実
は
甘
い
も
の
大
好
き
で
歯
医
者
さ
ん
に
は
よ
く
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
歯
科
治
療
費
が
高
い
ア
メ

リ
カ
で
は
、
口
の
中
を
綺
麗
に
し
て
お
け
ば
免
疫
が

上
が
り
、
病
気
に
な
り
に
く
い
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
貧
困
層
の
子
ど
も
た
ち
は
、
み
ん
な
歯

が
ボ
ロ
ボ
ロ
で
、
就
職
試
験
も
歯
で
落
と
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
ま
す
ま
す
自
己
肯
定
感
が
低
く
な

っ
て
し
ま
う
。
ま
さ
に
歯
が
人
生
を
左
右
す
る
の
で

す
。
歯
科
と
い
う
分
野
は
社
会
の
色
々
な
縮
図
に
な

っ
て
い
る
奥
深
い
分
野
、
そ
れ
だ
け
大
事
な
お
仕
事

を
さ
れ
て
い
る
先
生
た
ち
に
は
、
感
謝
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

―
最
後
に
5
月
31
日
に
発
売
さ
れ
た
新
刊
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
は
今
、
日
本
を
含
め
世

界
同
時
に
仕
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
医
療
分
野
は
最
大

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
つ
。
そ
れ
だ
け
価
値
あ
る
分
野
で

あ
り
、「
国
民
皆
保
険
制
度
」
は
今
も
な
お
世
界
が

高
く
評
価
す
る
宝
で
す
。
シ
ョ
ッ
ク
は
政
府
と
企
業

だ
け
の
も
の
で
な
く
、
私
た
ち
国
民
に
と
っ
て
も
、

覚
醒
し
宝
物
に
気
づ
く
チ
ャ
ン
ス
。
具
体
的
な
対
策

を
こ
の
本
に
た
く
さ
ん
書
い
た
の
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

プロフィール　つつみ・みか／ニューヨーク州立大学国際関係論学科
卒業、ニ ューヨーク市立大学大学院国際関係論学科卒業。国連、アムネ
スティインターナショナルNY支局員、米国野村証券を経て現職。米国
を中心に国内外の取材、講演、メディア出演を続ける。多くの著書は海
外でも翻訳されている。「報道が教えてくれないアメリカ弱者革命」で
日本ジャーナリスト会議黒田清新人賞。 「ルポ・貧困大国アメリカ」(3
部作)で新書大賞2009、日本エッセイストクラブ賞。「デジタルファシ
ズム」（NHK新書)「食が壊れる」（文春新書）「堤未果のショック・ドクト
リン」（幻冬舎）等多数。WEB番組「月刊アンダーワールド」キャスター。

堤 未果ジャーナリスト

M i k a  T s u t s u m i

i n t e r v i e w
　ジャーナリストの堤未果氏は、9・11
同時多発テロ事件（2001年）を、現場
となったワールドトレードセンターに

隣接するビルで目の当たりにした。テロ発生時に高層階から
階段で駆け下り、命からがら生き延びた堤氏の経験は想像を
絶するものがある。しかし、本当の恐怖はテロ当日ではなか
ったと回想する。それは、自由の国・アメリカの雰囲気が徐々
に変わりゆく様子と、そこにある「ショック・ドクトリン」と
いう政策導入の手法―。本当の“恐怖”はここから始まった。
　５月31日に発売された書籍『堤未果のショック・ドクトリ
ン 政府のやりたい放題から身を守る方法』（幻冬舎新書）で
は、今、日本国内でも起こっているショック・ドクトリンにつ
いて解説している。今回はショック・ドクトリンという視点
から健康保険証廃止の問題を中心に語っていただいた。

「何のため」議論なくデジタル化進む日本「何のため」議論なくデジタル化進む日本
ショック ・ ドクトリンに見る保険証廃止問題 「立ち止まって」ショック ・ ドクトリンに見る保険証廃止問題 「立ち止まって」

【
堤
未
果
さ
ん
書
籍
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

【
堤
未
果
さ
ん
書
籍
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

応
募
詳
細
は

応
募
詳
細
は
７７
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い



（ 7） 第６４０号 ２０２３年（令和５年）７月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

　今を去ること半世紀前、1973年
４月22日、現在も保団連が所在し
ている新宿農協会館で、東京歯科
保険医協会の設立総会が開催さ
れた。「東京歯科保険医ニュース」
（現在の「東京歯科保険医新聞」）
は、この設立総会直前の３月11日
に第１号を創刊している。装丁は、
Ｂ４判裏表２頁ガリ版刷編集。巻
頭には「東京歯科保険医協会（仮
称）設立に当たって 会員のみなさ
まへ」との呼びかけを掲載し、「国
民の医療に対する要望を正しく
理解し、共に政府の健保改悪に対
して反対する運動を進めて行くこ
とが必要だと思います」と訴えた。

協
会
設
立
50
周
年
を
迎
え  「
回
顧
」

　５５月末に発売され、瞬く間にベストセラーになった本書は、難しい月末に発売され、瞬く間にベストセラーになった本書は、難しい
内容を噛み砕いて大変分かりやすく書かれています。内容を噛み砕いて大変分かりやすく書かれています。６６月にＮＨＫ 月にＮＨＫ 
Eテレの「Eテレの「１００１００分de名著」でナオミ・クライン（カナダのジャーナリス分de名著」でナオミ・クライン（カナダのジャーナリス
ト・活動家）著「ショック・ドクトリン」を堤氏が解説しており、こちらも、ト・活動家）著「ショック・ドクトリン」を堤氏が解説しており、こちらも、
「衝撃と恐怖」「資本主義の欲望」について各国の歴史を交えな「衝撃と恐怖」「資本主義の欲望」について各国の歴史を交えな
がらの話でした。がらの話でした。
　本書は、堤氏がアメリカで体験した　本書は、堤氏がアメリカで体験した９９・・１１１１テロ事件から始まりまテロ事件から始まりま
す。現在の日本では、拙速すぎる普及によるマイナンバーカードにす。現在の日本では、拙速すぎる普及によるマイナンバーカードに
潜む危険性と、どうしたら身をまもることができるのかを、具体的な潜む危険性と、どうしたら身をまもることができるのかを、具体的な
例をあげています。すべての方が読むべき本だと感じました。ぜひ、例をあげています。すべての方が読むべき本だと感じました。ぜひ、
ご一読ください。 （書評：早坂 美都 副会長）ご一読ください。 （書評：早坂 美都 副会長）

本書を10名様にプレゼントいたします（お本書を10名様にプレゼントいたします（お１１人につき人につき１１冊まで）。冊まで）。
ご希望の方（会員限定）は、官製はがきに「ご希望の方（会員限定）は、官製はがきに「７７月号 書籍プレゼント」と月号 書籍プレゼント」と
明記し、必ず以下の明記し、必ず以下の５５点を名記のうえ、協会プレゼント係までご応募点を名記のうえ、協会プレゼント係までご応募
ください（上記QRコードからも応募可能）。応募締め切りはください（上記QRコードからも応募可能）。応募締め切りは７７月25月25
日（火）です（消印有効）。当選発表は、書籍発送をもってかえさせて日（火）です（消印有効）。当選発表は、書籍発送をもってかえさせて
いただきます。いただきます。

【応募はがき記載事項】【応募はがき記載事項】
①氏名 ②会員番号 ③電話番号 ④住所 ⑤インタビュー紙面の感想①氏名 ②会員番号 ③電話番号 ④住所 ⑤インタビュー紙面の感想
宛先：〒169-0075 新宿区高田馬場宛先：〒169-0075 新宿区高田馬場１１-29- -29- ８８ いちご高田馬場ビル6階  いちご高田馬場ビル6階 
 東京歯科保険医協会「 東京歯科保険医協会「７７月号 書籍プレゼント係」宛月号 書籍プレゼント係」宛

書籍のご案内＆読者プレゼント書籍のご案内＆読者プレゼント
「堤未果のショック・ドクトリン 政府のやりたい放題から身を守る方法」「堤未果のショック・ドクトリン 政府のやりたい放題から身を守る方法」

ご応募はコチラ▶ご応募はコチラ▶
11００名様名様にプレゼント！にプレゼント！

「堤未果のショック・ドクトリン 政府「堤未果のショック・ドクトリン 政府
のやりたい放題から身を守る方法」 のやりたい放題から身を守る方法」 
 （幻冬舎新書）／堤未果（著） （幻冬舎新書）／堤未果（著）

オ
ン
資
ト
ラ
ブ
ル
事
例
ア
ン
ケ
ー
ト

「
保
険
者
情
報
の
反
映
不
備
」
が
最
多

メ
デ
ィ
ア
か
ら
相
次
ぐ
反
響

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
導
入
後
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例

ア
ン
ケ
ー
ト
を
５
月
末
に
実
施

（
回
答
：
184
件
）
し
、
20
歳
代

か
ら
70
歳
代
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
の
先
生
か
ら
回
答
が
得
ら

れ
、
す
で
に
導
入
済
み
の
先
生

0 10 20 30 40 50 60（単位：件）

５９件 保険者情報が正しく
反映されていなかった
（無効・該当資格なしと表示されたなど）

４８件 カードリーダーまたは
パソコンの不具合により
マイナ保険証を読み取りできなかった

マイナ保険証の不具合 （IC チップの破損等） で
読み取りができなかった１２件

６件
上記のトラブルが発生したことに対して、
患者から苦情を言われた

図１ 「あった」場合のトラブル内容について（複数回答）

（
回
答
：
144
件
）
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
ト
ラ
ブ
ル
事
例
が
協
会
に

寄
せ
ら
れ
た
。

導
入
後
に
、「
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
」
と
の
回
答
は
64
％
に

及
ん
だ
。
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
で

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
保
険
者

情
報
が
正
し
く
反
映
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
（
無
効
・
該
当
資
格

な
し
と
表
示
も
含
む
）」
で
あ

り
、
次
に
「
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
の
不
具
合
に

よ
り
マ
イ
ナ
保
険
証
を
読
み
取

り
で
き
な
か
っ
た
」
が
続
い
た

厚
労
省
は
本
年
３
月
23
日
の

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部

会
で
、
２
０
２
４
年
９
月
末
ま

で
に
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
を
原
則
「
義
務
化
」
と
す

る
提
案
を
行
っ
た
。
ま
た
、
紙

レ
セ
プ
ト
で
請
求
を
継
続
す
る

た
め
に
は
、
届
出
の
提
出
を
求

め
る
提
案
も
あ
り
、「
義
務

化
」
を
強
行
す
る
た
め
に
23
年

度
中
に
診
療
報
酬
に
関
す
る
請

求
省
令
を
改
正
す
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
都
内
で
は
、
電
子

媒
体
（
光
デ
ィ
ス
ク
）
と
紙
媒

体
で
レ
セ
プ
ト
請
求
を
行
っ
て

い
る
歯
科
医
療
機
関
が
約
73
％

と
、
お
よ
そ
４
分
の
３
を
占
め

て
お
り
（
４
月
30
日
現
在
）、

現
運
用
で
問
題
が
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
診
療
報
酬
の
請
求
方

法
を
一
つ
に
限
定
す
る
実
質
的

な
「
義
務
化
」
の
強
要
に
よ
っ

て
、
対
応
で
き
な
い
医
療
機
関

は
診
療
報
酬
が
請
求
で
き
な
く

な
る
。
こ
の
影
響
は
、
患
者
・

国
民
に
も
波
及
し
、
医
療
提
供

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
危

惧
さ
れ
る
。
協
会
は
、
厚
労
省

が
示
し
た
こ
の
提
案
に
対
し

て
、
５
月
24
日
〜
30
日
に
か
け

て
、「
義
務
化
」
の
撤
回
を
求

め
る
べ
く
先
生
方
に
要
請
署
名

の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

短
期
間
に
も
関
わ
ら
ず
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
署
名
を
含
め
、
316
筆
が
集

ま
っ
た
。
署
名
内
の
一
言
欄
に

は
、「
強
引
な
義
務
化
は
閉
院

を
意
味
す
る
」
や
「
一
方
的
な

義
務
化
で
は
な
く
、
医
療
機
関

に
も
選
択
の
自
由
が
あ
る
べ

き
」
な
ど
の
声
が
多
く
あ
っ

た
。そ

れ
ら
の
声
を
集
約
し
、
５

月
31
日
の
国
会
議
員
要
請
行
動

に
お
い
て
、
各
議
員
に
手
渡
し

た
。
当
日
の
要
請
の
模
様
は
、

12
面
に
掲
載
し
て
い
る
。
ま

た
、
集
約
し
た
要
請
署
名
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

  オンライン請求「義務化」方針の
  撤回を求める要請署名
  ３１６筆を国会議員に

５月29日、保団連が開いた記
者会見にはテレビカメラ５台を
含む多数の報道陣が集まり、オ
ン資やマイナ保険証に関する
質問が相次いだ

（
図
１
参
照
）。
こ
れ
ら
の
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
時
の
対
応
と

し
て
は
、「
そ
の
日
に
持
ち
合

わ
せ
て
い
た
健
康
保
険
証
で
資

格
確
認
し
た
」
と
の
回
答
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
っ
た
（
図
２
参

照
）。
こ
の
回
答
か
ら
も
健
康

保
険
証
の
重
要
性
が
改
め
て
伝

わ
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
集
計

結
果
は
、
５
月
31
日
の
国
会
議

員
要
請
時
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
『
義
務
化
』
方
針
の
撤
回
を

求
め
る
要
請
」
署
名
と
と
も
に

各
議
員
に
手
渡
し
て
い
る
。

本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
全
国
で
行

っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
は
各
種

メ
デ
ィ
ア
で
連
日
取
り
上
げ
ら

れ
、
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

第
34
回
全
国
保
険
医
写
真
展

の
入
選
作
品
が
発
表
さ
れ
、
当

会
か
ら
渡
辺
吉
明
氏
が
「
特

選
」、
早
坂
美
都
氏
が
「
入

選
」
作
品
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
選

ば
れ
た
。

渡
辺
氏
は
、
江
ノ
電
車
内
か

ら
撮
影
し
た
「
運
行
確
認
」
を

出
展
。
江
ノ
電
唯
一
の
信
号
場

で
あ
る
「
峰
ヶ
原
信
号
場
」
か

ら
撮
影
さ
れ
た
1
枚
で
、
行
き

交
う
た
め
の
待
機
を
す
る
車
両

の
運
転
士
が
挨
拶
を
交
わ
す
一

全
国
保
険
医
写
真
展

全
国
保
険
医
写
真
展 

２２
氏
が
入
選

氏
が
入
選

瞬
を
多
様
に
切
り
抜
い
て
い
る
。

行
き
交
う
人
々
の
向
こ
う
に
望

む
江
ノ
島
も
印
象
的
で
あ
る
。

早
坂
氏
は
、
沖
縄
・
石
垣
島

の
フ
サ
キ
ビ
ー
チ
で
撮
影
し
た

「
う
り
ず
ん
の
散
策
」
が
入

選
。「
う
り
ず
ん
」
は
沖
縄
の

方
言
で
、
春
分
と
立
夏
の
間
こ

ろ
の
季
節
（
琉
球
語
辞
典
大

学
書
林
）
で
あ
り
、
語
源
は

「
潤
い
初
め
（
う
る
お
い
ぞ

め
）」
と
さ
れ
る
。「
波
の
よ
う

に
浮
か
ぶ
雲
、
美
し
い
夕
焼

渡辺吉明氏「運行確認」

早坂美都氏「うりずんの散策」

オンライン資格確認システムのトラ
ブル、健康保険証廃止問題など各種
メディアでの報道は、ＱＲコードから
ご覧いただけます▼

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

保険者に連絡をして相談した

前回来院時の情報を
もとに対応をした

オンライン資格確認システムの
コールセンターに連絡をした

レセコンメーカーに相談した

その日に持ち合わせていた
健康保険証で資格確認をした

図２ トラブルがあった時点での対応について（複数回答）

（単位：件）

６９件

２３件

１７件

１６件

１３件

７件

け
、
散
策
を
楽
し
む
人
々
。
や

わ
ら
か
く
優
美
な
琉
球
こ
と
ば

『
う
り
ず
ん
』
の
風
を
感
じ
、

シ
ャ
ツ
タ
ー
を
切
り
ま
し

た
」
と
撮
影
当
時
の
様
子
を
明

か
し
た
。

全
国
の
保
険
医
協
会
・
医
会

の
会
員
や
そ
の
家
族
、
従
業
員

な
ど
か
ら
作
品
を
募
る
同
写
真

展
。
写
真
家
の
小
松
健
一
氏
ら

が
選
考
を
担
い
、
入
選
作
品
は

７
月
２
日
ま
で
東
京
・
Ｊ
Ｃ
Ｉ

Ｉ
ク
ラ
ブ
25
で
行
わ
れ
る
写
真

展
で
展
示
さ
れ
る
。



 教えて！ 教えて！

 会長!!  Vol. 会長!!  Vol.7272

　
今
、
な
ぜ
、
電
子
カ
ル
テ

を
取
り
上
げ
る
の
で
す
か
。

資料請求は TEL ０３−３２０５−２９９９（共済部）まで

休業保障制度
12月1日加入申込受付中！
申込締切：9月14日（木）

※給付には諸条件があります

ケガ、病気の休業に備えてご加入をオススメします。
★入院は1日目から、自宅療養は4日目から給付

開業医
勤務医

給付例

1ヵ月(30日)あたり1ヵ月(30日)あたり

1ヵ月(30日)あたり 1ヵ月(30日)あたり

の先生へ

3口加入の場合8口加入の場合
1日あたり1日あたり

72万円24,000円192万円64,000円入院

54万円18,000円144万円48,000円自宅

1ヵ月(30日)あたり 1ヵ月(30日)あたり

給付例

　

第
2
休
業
保
障
制
度

　
　

お
申
し
込
み

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
済
部
長　

川
戸
二
三
江

今
期
も
第
２
休
業
保
障
制
度
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
伴

い
、
多
く
の
先
生
方
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
先
生
方
に
加
入
日
・
振
替
日
等
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

【
第
２
休
業
保
障
制
度
】

　
加
入
日
、
補
償
開
始
日
・
・
・
8
月
1
日
㈫

　
初
回
掛
金
振
替
日　
　
・
・
・
7
月
25
日
㈫

　
加
入
者
証
の
送
付　
　
・
・
・
10
月
上
旬
郵
送

　
税
法
上
の
扱
い　
　
　
・
・
・
掛
金
は
生
命
保
険
料
控
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う
ち
、
介
護
医
療
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
控
除
の
対
象

※
第
2
休
業
保
障
制
度
は
経
費
扱
い
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

※
振
替
日
は
毎
月
25
日
（
25
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ　

０
３
―
３
２
０
５
―
２
９
９
９　

共
済
部

　
前
号
の
電
子
カ
ル
テ
の
普

及
率
に
は
、
驚
き
ま
し
た
。

前
回
の
続
き
で
電
子
カ
ル
テ

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
今
年

４
月
の
中
医
協
総
会
で
「
医
療

Ｄ
Ｘ
」
と
し
て
全
国
の
医
療
機

関
・
薬
局
に
お
い
て
、
電
子
カ

ル
テ
情
報
の
一
部
の
共
有
、
閲

覧
を
可
能
と
す
る
電
子
カ
ル
テ

情
報
交
換
サ
ー
ビ
ス
（
仮
称
）

の
構
築
に
取
り
組
み
、
医
療
機

関
に
お
け
る
標
準
規
格
に
対
応

し
た
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
を
推

進
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。「
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
対

応
方
針
取
組
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
案
）」
で
は
、
病
院
、
診
療

所
、
薬
局
な
ど
が
対
象
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
診
療

所
の
対
象
に
は
歯
科
の
表
記
が

あ
り
、
歯
科
医
療
機
関
に
も
電

子
カ
ル
テ
の
導
入
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

医
療
機
関
に
光
回
線
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を
構
築
さ
せ

る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
、
マ
イ
ナ
保
険

証
、
そ
し
て
環
境
構
築
後
に
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
、
電
子
処
方
箋

と
、
次
々
に
強
権
的
な
義
務
化

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
先
に
、
電
子
カ
ル
テ
導
入

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
労
省
の
医
療
施
設
調
査
の

結
果
を
示
し
ま
し
た
（
下
表
参

照
）。
直
近
の
２
０
２
０
年

（
令
和
２
年
）
の
調
査
（
聞
き

取
り
調
査
）
で
は
、
歯
科
診
療

所
の
電
子
カ
ル
テ
の
普
及
率
は

48
・
7
％
と
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
先
日
、
協
会
会
員
の
新
規

開
業
医
相
談
会
に
お
い
て
、
事

前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
「
カ
ル
テ

の
作
成
方
法
は
？
」
と
の
問
い

に
対
し
、
電
子
カ
ル
テ
を
導
入

し
て
い
る
と
回
答
さ
れ
た
先
生

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
話
し
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
電
子
カ
ル
テ
で
は
な
く
、

レ
セ
コ
ン
か
ら
紙
に
印
刷
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
な
お
、
そ
の
時

の
相
談
者
全
体
で
事
前
に
電
子

カ
ル
テ
を
導
入
し
て
い
る
と
回

答
さ
れ
た
会
員
は
６
月
13
日
時

点
で
46
％
で
し
た
が
、
す
べ
て

の
会
員
が
電
子
カ
ル
テ
で
な

く
、
レ
セ
コ
ン
で
の
対
応
で
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
方

が
レ
セ
コ
ン
と
電
子
カ
ル
テ
を

間
違
え
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
恣
意
的
で

は
な
い
に
せ
よ
、
行
政
側
が
現

実
と
ま
っ
た
く
違
う
数
字
を
利

用
し
て
電
子
カ
ル
テ
導
入
を
推

し
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
電
子
カ
ル

テ
と
レ
セ
コ
ン
を
間
違
え
な
い

よ
う
、
ご
確
認
を
よ
ろ
し
く
お

従
前
、
紙
媒
体
に
よ
る
管
理

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
診
療

録
な
ど
が
、
99
年
（
平
成
11

年
）
４
月
の
厚
生
省
通
知
「
診

療
録
等
の
電
子
媒
体
の
保
存
に

つ
い
て
」
に
よ
っ
て
規
制
緩
和

さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
電
子
保

存
」
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
通
知
で
は
、
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
の
安
全
管
理
に
加
え

て
、
診
療
に
供
す
る
情
報
を
扱

う
た
め
、
医
療
固
有
の
要
求
事

項
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
「
電
子
保
存
の
三
原
則
」
と

呼
ば
れ
、「
真
正
性
」「
見
読

性
」「
保
存
性
」
の
３
つ
の
要

件
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
真
正
性
」
と
は
、
第
三
者

か
ら
み
て
作
成
者
の
責
任
の
所

在
が
明
確
で
あ
り
、
か
つ
、
書

き
換
え
、
消
去
・
混
同
、
改
ざ
ん

を
防
止
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
記
名
・
押
印
が
必
要
な

文
書
に
つ
い
て
は
、
電
子
署

名
、
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

「
見
読
性
」
と
は
、
診
療
に

用
い
る
の
に
支
障
が
な
い
こ
と

と
、
監
査
な
ど
に
差
し
支
え
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
必
要

に
応
じ
て
肉
眼
で
見
読
可
能
な

状
態
に
で
き
る
こ
と
、
直
ち
に

書
面
に
表
示
で
き
る
こ
と
で
す
。

「
保
存
性
」
と
は
、
記
録
さ

れ
た
情
報
が
法
令
に
定
め
る
保

存
期
間
内
、
復
元
可
能
な
状
態

で
真
正
性
を
保
ち
、
見
読
で
き

表  歯科診療所数と電子カルテの状況（全国）

総数 電子化している

歯科診療所 67,874 33,034

 ※厚生労働省 ｢2020年医療施設(静態・動態)調査確定数
 　全国編｣ を基に協会作成

  

「
電
子
保
存
の
三
原
則
」

と
は
。

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

協
会
は
近
々
、
厚
労
省
に
対
し

て
、
正
確
な
調
査
を
行
う
よ
う

に
要
請
す
る
予
定
で
す
。

る
状
態
で
保
存
さ
れ
る
こ
と
で

す
。将

来
、
電
子
カ
ル
テ
の
導
入

を
強
い
ら
れ
た
時
の
た
め
、
電

子
カ
ル
テ
を
十
分
に
理
解
し
た

上
で
、
正
し
い
カ
ル
テ
の
記
載

や
算
定
要
件
に
沿
っ
た
請
求
を

知
識
と
し
て
持
つ
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
協
会
は
、
導
入

費
用
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な

ど
の
歯
科
医
業
に
関
係
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
、
現

場
の
意
見
を
行
政
側
に
訴
え
て

い
き
ま
す
。

　
　
東
京
歯
科
保
険
医
協
会

　
　

会
長　
坪
田
有
史

（ 8）第６４０号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）７月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

歯
科
技
工
士
・
中
川
直
樹
さ
ん
に
総
理
表
彰

国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
メ
ッ
ス
市

で
開
催
さ
れ
た
障
が
い
者
の
職

業
技
能
を
競
う
第
10
回
国
際
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
歯
科
技
工

種
目
の
中
川
直
樹
さ
ん
が
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
、
６
月
26
日
、

岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ

た
。同

大
会
は
今
年
３
月
22
〜
25

日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
開

催
。
27
の
国
と
地
域
か
ら
329
人

の
選
手
が
参
加
し
て
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
日
本
か
ら

は
、
職
業
技
能
競
技
17
種
目
に

30
人
の
選
手
が
参
加
し
、
金
メ

ダ
ル
１
個
、
銀
メ
ダ
ル
４
個
、

銅
メ
ダ
ル
３
個
を
獲
得
し
た
。

歯
科
技
工
種
目
は
、
失
わ
れ

た
歯
を
審
美
的
・
機
能
的
に
回

復
す
る
た
め
、
人
工
材
料
を
使

っ
て
義
歯
を
作
る
技
術
を
競
う

競
技
。
本
大
会
で
は
、
上
顎
全

体
の
モ
デ
ル
作
成
と
、
２
本
の

模
型
歯
の
造
形
を
行
っ
た
。

中
川
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う

な
名
誉
の
あ
る
賞
を
い
た
だ

き
、大
変
光
栄
で
す
」と
喜
び
、

「
15
年
苦
労
し
て
勝
ち
取
っ
た

金
メ
ダ
ル
は
私
の
力
だ
け
で
は

な
く
、応
援
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。

ま
た
日
本
選
手
団
や
関
係
者
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
、
こ
の
国
際

大
会
の
舞
台
に
立
て
た
こ
と
を

嬉
し
く
誇
り
に
思
い
ま
す
。
金

メ
ダ
ル
以
上
に
最
高
の
仲
間
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

周
囲
へ
の
感
謝
を
語
っ
た
。

協
会
は
５
月
24
日
、
文
京
シ

ビ
ッ
ク
小
ホ
ー
ル
で
接
遇
講
習

会
を
開
催
し
、
58
人
が
参
加
し

た
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
行
な
っ
て

以
降
、
４
年
ぶ
り
の
会
場
開
催

と
な
っ
た
。

接
遇
マ
ナ
ー
講
師
の
久
保
佳

世
子
氏
が
登
壇
し
、「
患
者
さ

ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
職
場
の
人
間
関
係
が
み
る
み

る
良
く
な
る
接
遇
＆
マ
ナ

協
会
は
６
月
11
日
、
歯
初

診
、
外
来
環
、
歯
援
診
、
か
強

診
の
施
設
基
準
に
対
応
し
た

「
第
１
回
施
設
基
準
の
た
め
の

講
習
会
」
を
開
催
し
、
90
名
が

参
加
し
た
。

ま
ず
、
本
橋
昌
宏
理
事
（
現

副
会
長
）
が
在
宅
医
療
に
お
け

る
医
科
歯
科
連
携
の
状
況
の
ほ

か
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

「
電
子
カ
ル
テ
」
と
は

そ
の
２

　
　
　
4
年
ぶ
り
に
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
開
催

  

接
遇
講
習
会
に
58
人
が
参
加

「「

接
遇
の

接
遇
の
５５
原
則
原
則
」」

を
伝
授

を
伝
授

ー
」
を
主
題
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
患
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
変
化
、
人
間

関
係
を
良
く
す
る
接
遇
の

５
原
則
な
ど
、
具
体
例
を

交
え
な
が
ら
講
演
を
行
っ

た
。久

保
氏
は
、「
や
り
直

し
の
き
か
な
い
第
一
印
象

が
悪
い
と
、
そ
の
後
の
治

療
も
マ
イ
ナ
ス
に
感
じ
や

す
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と

接
遇
の
重
要
性
を
説
明
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
久
保
さ
ん

の
講
義
は
今
回
で
２
回
目
だ

が
、
何
度
聞
い
て
も
新
し
い
気

付
き
が
あ
る
」「
す
ぐ
に
実
践

で
き
る
こ
と
ば
か
り
な
の

で
、
明
日
か
ら
取
り
入
れ
た

い
」
な
ど
多
数
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

多
彩
な
ス
タ
ッ
フ
向
け

講
習
会
に
ご
参
加
を

協
会
で
は
、
今
後
も
「
未
経

験
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
講
習

会
」「
Ｔ
Ｂ
Ｉ
＆
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
・

デ
ブ
ラ
イ
ド
メ
ン
ト
講
習

会
」「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
Ｓ

Ｒ
Ｐ
講
習
会
」
な
ど
の
ス
タ
ッ

フ
向
け
講
習
会
（
研
究
会
・
講

習
会
案
内
＝
４
・
５
面
）
を
開

催
す
る
。

ぜ
ひ
、
ス
タ
ッ
フ
教
育
の
た

め
に
協
会
の
講
習
会
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

た
口
腔
機
能
管
理
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
続
い
て
、
繁
田
雅
弘

氏
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
精

神
医
学
講
座
教
授
）
か
ら
は
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
や

脳
血
管
性
認
知
症
を
は
じ
め
と

す
る
認
知
症
の
種
類
や
、
治
療

な
ど
を
解
説
。
参
加
者
か
ら
患

者
の
病
名
を
知
る
た
め
の
方
法

に
つ
い
て
質
問
が
上
が
る

と
、
家
族
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
で
把
握
す
る
よ
う

心
掛
け
る
こ
と
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

さ
ら
に
、
森
元
主

税
理
事
が
訪
問
診
療

に
お
け
る
多
職
種
連

携
の
重
要
性
な
ど
に

つ
い
て
、
写
真
や
図

を
用
い
な
が
ら
説
明

し
た
。

最
後
に
、
坂
下
英

明
氏
（
明
海
大
学
名
誉
教
授
）

は
、
具
体
的
な
医
療
事
故
な
ど

の
事
例
を
交
え
な
が
ら
緊
急
時

対
応
や
、
標
準
予
防
策
な
ど
を

説
明
し
、
講
義
を
締
め
く
く
っ

た
。参

加
者
か
ら
は
「
訪
問
診
療

に
ハ
ー
ド
ル
を
感
じ
て
い
た

が
、
高
齢
者
の
特
性
や
支
援
に

つ
い
て
わ
か
り
や
く
解
説
が
あ

っ
た
。
施
設
基
準
を
取
得
す
る

必
要
性
も
理
解
で
き
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

次
回
開
催
は
、
10
月
29
日
㈰

と
な
っ
て
い
る
。
１
日
で
４

つ
、
も
し
く
は
２
つ
の
施
設
基

準
の
研
修
要
件
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
る
。
施
設
基
準
の
取
得

は
医
院
経
営
に
寄
与
す
る
面
も

あ
る
の
で
、
取
得
を
検
討
し
て

い
る
先
生
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

ほ
し
い
（
研
究
会
・
行
事
案
内

＝
４
面
）。

  施設基準のための講習会を開催  施設基準のための講習会を開催

認知症や多職種連携等の重要性確認
次回開催は１０月２９日を予定

円内写真左が繁田雅弘氏、右が坂下英明氏

久保佳世子氏久保佳世子氏

写真提供：JEED

その１はこちら▼



月日 部位 療法・処置 点数

7/3 初診 264

家族に就寝中の歯ぎしりを指摘された。 ／

起床時に顎や奥歯が痛い。舌が歯に当たって痛い。 ／

パノラマ X-Ray パ電 402

下顎角部の角度が小さく、直角に近い。株苅株兜 に歯 ／

歯根膜腔の拡大像あり。 ／

慣 咬調（ハ 歯冠形態修正・咬傷） 注①② 40

慣鋭縁により舌に咬傷。舌側部を削合。 注③ ／

快恢快
廓紀廓 Ｐ基検（検査結果 略） 200

快恢快 ＳＣ 72+38×2

快恢快
廓紀廓 歯清 （ＤＨ 協会花子） 72

歯管 文 （文書提供 添付） 80+10

管理計画を説明し了承を得る。 ／

7/5 再診 明細 56+1

奥歯を調整してもらったら舌の痛みはなくなったが、 ／

顎はまだ痛むとのこと。 ／

下顎の歯肉発赤あり。咬傷は治癒傾向。 ／

蒲噛蒲 ＳＣ 72+38×2

株苅株兜 咬調 (ロ 二次性咬合性外傷)       注④ 40

パノラマにて歯根膜腔の拡大像が認められ、咬合時に ／

動揺があるため咬調。 ／

7/14 再診 明細 56+1

舌の痛みはないが起床時の顎の痛みは続いているとの ／

こと。咬傷は治癒。 ／

快恢快
廓紀廓 Ｐ基検（検査結果 略） 100

口腔衛生状態は改善し、症状は安定。 ／

7/21 再診 明細 56+1

皆
革

咬調（イ 一次性咬合性外傷・歯ぎしり） 注⑤ 40

歯ぎしりの際に咬頭干渉があり、側方運動時にも咬頭 ／

干渉があるため咬調。 ／

快恢快 印象採得（アルジネート） 注⑥ 42

快恢快
廓紀廓 咬合採得（バイトワックス） 注⑥ ／

7/28 再診 明細 56+1

快恢快 口腔内装置２（歯ぎしり） 注⑥ 950

熱可塑性樹脂シートを用いて製作。咬合関係付与。 ／

犬歯誘導を課すように即時重合レジンを添加。 ／

８月～１２月の治療 略

1/29 再診 明細 56+1

口腔内装置にヒビが入ってしまったと来院。 ／

過咬合圧が原因で破折している。修理では対処不能と ／

判断。再製作を行う。 注⑦ ／

快恢快 印象採得（アルジネート） 42

快恢快
廓紀廓 咬合採得（バイトワックス） ／

歯管 文 長期管理加算（内容 略） 100+10+100

咬合調整と口腔内装置の再製作

咬合調整や口腔内装置の再製作の算定について解説する。

患者：45歳・男性

主訴：家族から歯ぎしりを指摘された。奥歯が舌に当たって痛い。

所見：咬耗と舌に咬傷があり、プラークコントロール不良。

歯肉の発赤あり。

傷病名： Ｐ1 咬傷 Ｂｒｘ

施設基準：歯初診 明細

《解説》

注① 咬合調整（咬調）は、以下の表の区分ごとに算定単位に応じて、

９歯以下の場合は40点、10歯以上の場合は60点を算定する。

7/3の咬調は、ハに該当する。

表：咬合調整の区分

注② 咬調を算定する際は、レセプトの摘要欄に「咬調 ハ」などイ

からハまでの記号を記載する。

注③ 歯冠形態修正に係る咬調を算定する際は、カルテに歯冠形態の

修正理由および歯冠形態の修正箇所などを記載する。

注④ 二次性咬合性外傷に対する咬調は、歯冠形態修正に係る咬調と

は異なる区分のため、別に算定できる。

注⑤ 歯ぎしりに対する咬合調整は、一次性咬合性外傷に対する咬調

に該当し、二次性咬合性外傷又は歯冠形態修正に係る咬調とは別に算

定できる。

注⑥ 口腔内装置２とは、熱可塑性樹脂シートなどを歯科技工用成型

器により吸引・加圧して製作または作業模型に常温重合レジンを圧接

して製作された口腔内装置で、咬合関係が付与されたものをいう。

印象採得は42点、装置は装着料を含めて950点を算定する。咬合採

得は行っていても算定はできない。

注⑦ 国民健康保険中央会および社会保険診療報酬支払基金の審査情

報提供事例には、「原則として、同一初診期間中で６か月を経過し必

要があって再製作した口腔内装置に係る費用の算定を認める。」とし

ている。よって、６か月経過している場合の再製作は認められている。

また、留意事項として「本取扱いは、口腔内装置を製作後、６か月

経過している場合に口腔内装置の再製作に係る費用の算定を認める取

扱いを画一的又は一律的に適用するものではない」としたうえで、

「６か月未満に口腔内装置を再製作した場合は、事例ごとに判断する

必要があると思われる。なお、口腔内装置の再製作が傾向的に見られ

る場合にあっては、医療機関に対する照会が必要であると思われ

る。」としていることから、６か月以内の算定については患者の事例

ごとに判断されている。

※※ 実実際際にに即即ししててごご請請求求くくだだささいい ※※

記記
号号

咬咬調調
のの区区分分 調調整整のの内内容容・・目目的的 病病名名

算算定定
単単位位

イイ
一次性
咬合性
外傷

歯ぎしりの際の咬合干渉の
削合

Ｂｒｘ

６月１回
他院で製作された金属歯冠
修復物の過高部の削合

ＭＣ過高

過度な咬合圧を受ける天然
歯の削合

咬合性外傷

ロロ
二次性
咬合性
外傷

歯周炎の治療を目的とする
場合

Ｐ,
咬合性外傷

６月１回

ハハ
歯冠
形態
修正

食べ物の流れを改善し、歯
周組織への為害作用を極力
阻止する場合

Ｐ,Ｍal

６月１回

舌、頬粘膜の咬傷を起こす
場合

咬傷,Ｍａｌ

ニニ
レスト
製作

鉤歯と鉤歯対合歯の削除し
た場合（義歯新製または修
理）

ＭＴ,
義歯破損

３月１回

快陥恢悔快
廓狗紀撹廓
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おくむら ・ まさる オクネット代
表、歯科ジャーナリスト。明治
大学政治経済学部卒業、東京歯
科技工専門学校卒業。日本歯科
新聞社記者・雑誌編集長を歴
任、退社。さらに医学情報社創
刊雑誌の編集長歴任。その後、
独立しオクネットを設立。「歯科
ニュース」「永田町ニュース」を
ネット配信。明治大学校友会代
議員(兼墨田区地域支部長)、明
大マスコミクラブ会員。

奥村 勝
Masaru Okumura

協
会
活
動
日
誌
　
２
０
２
３
年
６
月

  1  木  国会内集会
  2  金  第 3 回総務会議
  5  月  ICT戦略化委員会
  6  火  第 3 回広報・ホームページ部会
  7  水  第 3 回経営管理部会
  8  木  第 5 回（暫定）理事会
  9  金  第 4 回財政部会
10  土  休保加入審査（全国）
11  日  第 1 回施設基準のための講習会
12  月  第 3 回地域医療部会
13  火  第 3 回共済部会
14  水  第 2 回医事相談部会、院内感染防止対策

　　    講習会動画撮影
15  木  会員無料相談デー、休保審査会（医科）
16  金  第 3 回政策委員会
18  日  第51回定期総会、第 6回臨時理事会
20  火  第 3 回社保・学術部会
22  木  第 1 回学術研究会
23  金  第 7 回理事会
24  土  休保審査会（全国）
26  月  第 1回これから始める歯科訪問診療講習会
27  火  第 5 回50周年企画運営委員会
28  水  第 3 回組織部会、厚労省要請
29  木  第 1・2 回院内感染防止対策講習会

第
３
回
保
団
連
代
議
員
会

６
月
25
日
、
千
代
田
区
平
河

町
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

で
、
２
０
２
２
〜
23
年
度
第
３

回
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
代

議
員
会(

以
下
、
保
団
連
代
議

員
会)

が
開
催
さ
れ
た
。
協
会

か
ら
は
坪
田
有
史
・
加
藤
開
・

本
橋
昌
宏
の
各
代
議
員
が
出
席

し
た
。

　
保
団
連
代
議
員
会
は
、
112
名

の
代
議
員
が
参
加
し
、
①
会
務

報
告(

案)

、
②
23
年
度
決
算
報

告
、
監
査
報
告
、
③
24
年
度
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
要

求
、
④
保
団
連
役
員
定

数
、
⑤
代
議
員
会
決

議
、
の
す
べ
て
の
議
事

が
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
の
義
務
化
・
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
の
義
務
化
・

健
康
保
険
証
の
廃
止
に
対
す
る

保
団
連
、
各
協
会
・
医
会
で
の

取
り
組
み
報
告
や
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
の
発
言
が
16
本
と
最

も
多
く
、
物
価
・
人
件
費
高
騰

へ
の
支
援
策
、
来
年
の
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
報
酬
の
ト
リ
プ
ル
改
定

へ
の
対
応
、
歯
科
医
療
費
総
枠

拡
大
運
動
の
強
化
な
ど
、
120
題

の
発
言
と
38
本
の
フ
ロ
ア
討
論

が
行
わ
れ
た
。

▼
協
会
か
ら
の
発
言
は
５
本

　
な
お
、
当
協
会
か
ら
は
５
本

の
発
言
を
行
っ
た
。
発
言
テ
ー

マ
は
以
下
の
通
り
。

①
指
導
日
程
の
黒
塗
り
に
根
拠

　
な
し
。
指
導
の
年
間
日
程
は

　
開
示
さ
れ
る

②
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求『
義
務
化
』

　
の
方
針
の
撤
回
に
向
け
て
、

　
全
国
か
ら
現
場
の
声
を

③
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

　
テ
ム
は
義
務
で
は
な
く
、
任

　
意
に

④
全
国
的
に
物
価
高
騰
対
策
に

　
対
す
る
支
援
策
の
取
り
組
み

　
を

⑤
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を

　
全
国
で
目
指
そ
う
！

 

保
険
証
廃
止
問
題
で
今
後
の
対
応
討
議

保
険
証
廃
止
問
題
で
今
後
の
対
応
討
議
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全国の協会・医会の代議員112名が参加全国の協会・医会の代議員112名が参加

N A R R A T I V E V o l . 1 0 歯科界への私的回想録 歯科界への私的回想録 

口蓋裂診療の「チーム医療」から学ぶ
～主体は形成外科医・口腔外科医・矯正歯科医・言語聴覚士など～

◆
第
４
回(

暫
定)

理
事
会
◆

　

５
月
26
日
㈮
、午
後
８
時

00
分
〜
９
時
50
分
。会
長
、副

会
長
５
名
、理
事
16
名
、監
事

１
名
、事
務
局
６
名
の
出

席
。

【
政
策
課
題
】　

①
医
療
Ｄ

Ｘ
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
理

事
会
で
行
う
こ
と
を
確
認
、

②
政
策
学
習
会
で
出
さ
れ
た

課
題
に
つ
い
て
、共
済
部
、地

域
医
療
部
で
の
検
討
状
況
報

告
を
確
認
、③
医
療
Ｄ
Ｘ
と

電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
の
報

告
を
確
認
。

【
情
勢
報
告
】　

マ
イ
ナ
保

険
証
に
つ
い
て
、登
録
情
報

の
誤
り
に
よ
り
、別
人
が
紐

づ
け
ら
れ
て
い
る
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

て
い
る
状
況
、当
協
会
が
実

施
し
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
の
結

果
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
の
報
告
を

確
認
。

【
運
動
課
題
】　

署
名
の
集

約
状
況
の
報
告
を
確
認
。国

会
内
集
会
「
保
険
証
廃
止
中

止
署
名
提
出
集
会
」（
５
月
18

日
）の
参
加
報
告
を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　

第

17
回
保
団
連
理
事
会
（
５
月

21
日
）の
報
告
を
確
認
。

【
庶
務
等
報
告
】　

消
費
税

の
申
告
額
と
納
入
税
額
を
確

認
。保
団
連
研
究
会
交
流
サ

イ
ト
に
第
1
回
学
術
研
究
会

（
６
月
22
日
）の
案
内
を
掲

載
す
る
こ
と
を
確
認
。

◆
第
５
回(

暫
定)

理
事
会
◆

　

６
月
８
日
㈭
、午
後
７
時

00
分
〜
９
時
30
分
。会
長
、副

会
長
５
名
、理
事
16
名
、監
事

２
名
、
事
務
局
12
名
の
出

席
。

【
情
勢
報
告
】　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て

い
る
生
年
月
日
情
報
で
健
康

保
険
証
の
資
格
確
認
が
で
き

た
場
合
に
は
、窓
口
で
３
割

を
受
領
す
る
こ
と
と
運
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
変
更
さ
れ
た
が
、

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
場
合
、医
療
機
関
側

に
７
割
分
が
支
払
わ
れ
な
い

こ
と
も
起
こ
り
得
る
の
で
は

な
い
か
と
の
疑
問
が
提
起
さ

れ
た
。そ
の
ほ
か
、異
次
元
の

少
子
化
対
策
、「
骨
太
の
方
針

２
０
２
３
」な
ど
の
報
告
を

確
認
。

【
健
康
保
険
法
案
等
に
つ

い
て
】　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
事

例
の
集
計
結
果
、オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
義
務
化
に
反
対
す
る

会
員
署
名
の
集
約
状
況
を
確

認
。参
議
院
の
「
地
方
創
生

及
び
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成

等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」

に
対
し
て
、健
康
保
険
証
廃

止
法
案
採
決
を
止
め
る
こ
と

を
求
め
る
緊
急
Ｆ
Ａ
Ｘ
要
請

を
５
月
30
日
に
送
信
し
た
こ

と
を
報
告
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
「
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付

金
」の
要
請
の
進
捗
状
況
、指

導
結
果
通
知
に
つ
い
て
の
関

東
信
越
厚
生
局
へ
の
要
望（
５

月
25
日
）報
告
、歯
科
技
工
所

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
に

つ
い
て
協
議
。

【
定
期
総
会
の
準
備
】　

次

期
役
員
選
挙
立
候
補
の
状
況

を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
等
】　

第
３

回
保
団
連
代
議
員
会
へ
の
発

言
通
告
を
協
議
の
う
え
、確

認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　

７
月

１
日
号
の
企
画
案
な
ど
を
確

認
。

【
組
織
の
現
勢
】　

６
月
１

日
付
会
員
数
５
千
990
名
（
入

会
24
名
、退
会
20
名
）。

2023年度
第4・5回(暫定)

理事会

　
歯
科
に
あ
る
学
会
の
中
で
特

異
な
学
会
で
あ
る
の
が
一
般
社

団
法
人
日
本
口
蓋
裂
学
会
で
あ

る
。
そ
の
総
会
・
学
術
集
会
が

５
月
25
、26
日
の
両
日
、
東
京
・

千
代
田
区
の
一
橋
講
堂
（
総
合

学
術
セ
ン
タ
ー
）
で
開
催
さ
れ

た
。
一
般
臨
床
家
か
ら
は
、
関

心
の
低
い
臨
床
分
野
で
あ
る

が
、
疾
患
は
500
人
当
た
り
一
人

（
０
・
２
％
）
が
罹
患
す
る
先

天
性
疾
患
で
あ
る
。
そ
う
し
た

疾
患
を
対
象
に
研
究
す
る
学
会

で
あ
り
、
30
余
名
の
会
員
数
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
臨
床
で

は
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
言
語

聴
覚
士
、
心
理
職
な
ど
多
職
種

が
担
い
、
歯
科
の
分
野
で
は
、

主
に
口
腔
外
科
、
矯
正
歯
科
、

小
児
歯
科
、
歯
科
衛
生
士
、
歯

科
技
工
士
が
担
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
患
者
（
患
児
）
本
人

と
そ
の
家
族
が
集
う
グ
ル
ー
プ

が
全
国
各
地
に
あ
り
、
例
え
ば

「
口
友
会
」（
東
京
）、「
た
ん

ぽ
ぽ
会
」（
愛
知
）、「
笑
み
た

ち
会
」（
大
阪
）
な
ど
が
地
味

な
が
ら
活
動
し
て
お
り
、
そ
こ

で
の
参
加
者
間
の
交
流
が
貴
重

な
時
間
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ

が
大
き
な
特
徴
だ
。「
同
じ
立

場
の
人
と
は
話
が
し
や
す
い

し
、
気
が
紛
れ
ま
し
た
の
で
、

精
神
的
に
は
落
ち
着
き
ま
し
た

ね
」(

東
京
・
Ｙ
氏)

、「
生
を

授
か
っ
た
後
、
不
愉
快
な
経
験

を
さ
れ
た
人
も
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
時
の
関

係
者
に
歯
科
医
師
等
が
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
」(

大
阪
府
・
Ｋ
氏)

は
、
振
り
返
り
な
が
ら
コ
メ
ン

ト
し
て
い
た
。
基
本
的
に
は
、

「
臨
床
・
予
後
を
通
し
て
歯
科

医
師
ほ
か
関
係
者
に
感
謝
」
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

◆
口
唇
口
蓋
裂
診
療
は

　
〝
チ
ー
ム
医
療
〞
が
要
諦

　
こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
学
会

か
ら
、
見
え
て
来
る
姿
も
あ
っ

た
。
今
回
、
講
演
・
示
説
の
演

題
（
70
題
）
か
ら
私
が
確
認
し

た
の
だ
が
、
演
題
を
多
く
発
表

し
た
順
で
見
る
と
、
阪
大
11
、

東
医
歯
大
８
、
昭
和
大
８
、
東

北
大
７
、
愛
知
学
院
大
７
、
九

大
５
、
大
阪
母
子
医
療
セ
ン
タ

ー
５
で
あ
っ
た
。
当
然
で
あ
る

が
、
研
究
・
臨
床
の
主
と
な
る

大
学
は
、
歴
史
、
地
域
性
、
同

系
病
院
の
存
在
な
ど
の
条
件
も

あ
り
、
今
回
の
学
術
大
会
の
演

題
に
お
け
る
研
究
症
例
報
告
数

だ
け
で
評
価
は
論
じ
ら
れ
な
い

が
、
患
者
視
点
か
ら
す
れ
ば
、

全
国
の
ど
の
地
域
で
も
気
兼
ね

な
く
相
談
・
受
診
で
き
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
そ
の
点
に
つ
い

て
は
、
現
在
は
ネ
ッ
ト
社
会
で

あ
り
随
分
改
善
さ
れ
て
き
て
い

る
。
臨
床
対
応
で
実
績
・
評
価

を
得
て
い
る
の
は
、
昭
和
大
、

愛
知
学
院
大
、
大
阪
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
あ
る
。
口
唇

口
蓋
裂
診
療
は
チ
ー
ム
医
療
が

要
諦
と
さ
れ
て
い
る
が
、
前
記

の
専
門
職
の
チ
ー
ム
医
療
で
対

応
を
し
て
い
る
。
某
教
授
は

「
口
蓋
裂
症
の
診
療
は
、
あ
る

意
味
で
チ
ー
ム
医
療
を
し
て
い

く
の
が
大
前
提
で
、
さ
ら
に
、

患
児
の
家
族
と
の
理
解
・
相
互

信
頼
が
な
い
と
診
療
が
で
き
ま

せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。

◆
何
気
な
い
当
た
り
前
の

　

こ
と
が
重
要

　
当
日
の
学
会
で
は
、「
言
語

聴
覚
士
の
集
い
」
が
企
画
さ
れ

た
。
座
長
の
井
上
直
子
氏
（
言

語
聴
覚
士
／
大
阪
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
）
と
佐
藤
亜
希
子
氏

（
帝
京
平
成
大
学
講
師
）
か

ら
、
そ
の
意
図
が
説
明
さ
れ
、

「
乳
幼
児
か
ら
成
人
期
ま
で
の

言
語
管
理
が
環
境
整
備
、
言
語

評
価
・
訓
練
な
ど
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
役
割
が
あ
り
ま
す
。
臨

床
は
医
療
施
設
だ
け
で
な

く
、
福
祉
・
教
育
施
設
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
あ
り
、
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
」。
そ
こ
で
言
語

管
理
を
指
摘
さ
れ
る
と
、
私
自

身
が
そ
う
で
し
た
か
ら
、
２
０

１
９
年
の
新
潟
大
会
で
、
赤
神

周
子
氏
（
言
語
聴
覚
士
／
鳥
取

大
学
医
学
部
歯
科
口
腔
外

科
）
が
、
口
蓋
裂
児
の
鼻
咽
腔

閉
鎖
機
能
の
課
題
に
言
及
し
た

こ
と
を
思
い
出
す
。「
口
腔
機

能
の
増
加
は
、
当
然
な
が
ら
食

事
・
会
話
を
支
え
、
社
会
生
活

を
支
え
る
基
本
で
す
。
乳
幼
児

か
ら
こ
の
問
題
に
関
係
す
る
〝

発
音
・
構
音
〞
は
重
要
で
す
。

ま
さ
に
、
形
成
外
科
医
・
口
腔

外
科
医
・
矯
正
歯
科
医
・
言
語

聴
覚
士
な
ど
の〝
チ
ー
ム
医
療
〞

が
大
切
で
す
。
出
生
前
診
断
、

手
術
、
構
音
構
築
、
患
児
の
精

神
成
長
な
ど
個
々
の
ス
テ
ー
ジ

で
の
対
応
・
連
携
が
シ
ー
ム
レ

ス
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
」
と
強
調
し
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生

活
か
ら
学
ん
だ
こ
と
と
共
通
す

る
の
が
、
何
気
な
い
当
た
り
前

の
こ
と
が
い
か
に
重
要
な
の
か

と
い
う
点
で
あ
り
、
こ
れ
を
再

認
識
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
補
足
と
な
る
が
、
保
険
適
用

と
な
る
歯
科
分
野
の
先
天
性
疾

患
と
し
て
は
、
顎
変
形
症
、
唇

顎
口
蓋
裂
、
６
歯
以
上
の
先
天

性
部
分(

性)

無
歯
症
、
口
腔
・

顔
面
・
指
趾
症
候
群
、
そ
の
他

顎
・
口
腔
の
先
天
異
常
（
顎
・

口
腔
の
奇
形
、
変
形
を
伴
う
先

天
性
疾
患
で
あ
り
、
当
該
疾
患

に
起
因
す
る
咬
合
異
常
に
つ
い

て
、
歯
科
矯
正
の
必
要
性
が
認

め
ら
れ
る
場
合)

な
ど
が
あ
る
。

◆
関
連
議
員
連
盟
が
発
足

　
世
間
、
巷
間
で
は
〝
見
た
目

が
一
番
〞
と
い
う
言
葉
が
躍
る

時
も
あ
り
、
複
雑
な
気
持
ち
に

な
る
の
も
口
唇
口
蓋
裂
患
児（
患

者
）
の
本
音
で
悩
み
は
尽
き
な

い
。
こ
う
し
た
中
で
、
与
党
の

国
会
議
員
有
志
が
6
月
20

日
、「
口
唇
口
蓋
裂
議
員
連

盟
」
を
設
立
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が

舞
い
込
ん
で
き
た
。
今
後
の
活

動
は
詳
細
に
は
不
明
だ
が
、
患

者
の
視
点
に
立
っ
た
活
動
に
期

待
し
た
い
。
な
お
、
会
長
に
は

橋
本
岳
衆
院
議
員
（
自
民
）、

事
務
局
長
に
は
細
野
豪
志
衆
院

議
員
（
自
民
）
が
就
い
た
と
い

う
。

本年5月に第47回日本口蓋裂本年5月に第47回日本口蓋裂
学会総会・学術集会の会場前学会総会・学術集会の会場前
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に
つ
い
て

は
、
ま
だ
不
明
な
点
が
多
く
臨

床
的
な
議
論
な
ど
も
あ
る
た

め
、
油
断
は
禁
物
で
は
あ
る

が
、
社
会
的
に
は
あ
る
程
度
落

ち
着
い
て
き
た
と
推
察
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
新
興
感
染
症

は
、
繰
り
返
す
感
染
の
波
な
ど

も
視
野
に
入
れ
た
長
期
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
う
え
、

「
社
会
的
距
離
（social 

distance

）」
を
始
め
と
す

る
裾
野
の
広
い
感
染
症
対
策
が

不
可
欠
で
あ
り
、
衛
生
資
材
な

ど
の
健
康
医
療
産
業
の
み
な
ら

ず
、
経
済
活
動
全
般
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
論
を
待

た
な
い
。

一
般
に
、
感
染
症
対
策
を
含

む
医
療
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
活

動
は
、
そ
れ
を
支
え
る
原
資
自

体
が
社
会
全
般
の
経
済
活
動
と

相
互
関
係
に
あ
る
た
め
、
継
続

的
な
対
策
が
必
要
な
場
合
ほ

ど
、
臨
床
的
な
課
題
と
経
済
的

な
側
面
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な

が
ら
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
発
展

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
ハ
イ
リ
ス
ク
層
で
あ
る

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
有
す
る

医
療
経
済
学
の
専
門
家
で
東

京
大
学
大
学
院
特
任
教
授
の
田

倉
智
之
氏
に
よ
る
連
載
の
４
回

目
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
新
興
感

染
症
の
医
療
介
護　

医
療
か
経

済
か
両
方
か
」
。

新興感染症の医療介護
　医療か経済か両方か

国
民
の
健
康
・
生
命
の
確
保
を

最
優
先
に
し
つ
つ
も
、
経
済
活

動
の
低
下
を
で
き
る
だ
け
小
さ

く
す
る
努
力
は
、
各
種
の
防
疫

活
動
（
行
動
変
容
）
の
推
進
と

と
も
に
重
要
な
視
点
と
思
慮
さ

れ
る
。

例
え
ば
、
重
症
患
者
の
受
け

皿
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
な
ど
）
を
確
保
す

る
こ
と
は
、
臨
床
成
績
を
担
保

し
な
が
ら
経
済
活
動
の
許
容
範

囲
を
拡
げ
る
可
能
性
も
あ
り
、

結
果
と
し
て
、
医
療
を
支
え
る

経
済
的
な
損
失
は
減
少
す
る
た

め
、
感
染
症
対
策
に
か
か
る
費

用
は
相
殺
さ
れ
、
死
亡
者
数
も

低
く
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
想
像

さ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の

社
会
経
済
的
な
投
資
と
回
収
の

バ
ラ
ン
ス
の
意
義
に
つ
い
て
、

関
わ
る
概
念
や
デ
ー
タ
を
整
理

し
て
み
る
（
コ
ン
セ
プ
ト
：
図

1
）。ＣＯ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
よ
う
な

臨
床
的
な
特
性
お
よ
び
経
済

（
社
会
）
的
な
影
響
を
有
す
る

特
異
な
感
染
症
に
適
切
か
つ
効

率
的
に
相
対
し
、
市
民
の
健
康

・
生
命
の
み
な
ら
ず
医
療
制
度

な
ど
の
国
民
福
祉
を
恒
常
的
に

支
え
る
た
め
に
は
、
従
来
（
平

常
時
）
の
医
療
提
供
体
制
の
強

化
に
加
え
、
感
染
症
蔓
延
（
緊

急
時
）
に
伴
う
財
政
支
援
な
ど

が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。
特

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
と
も
に
Ｈ
Ｃ
Ｕ

（
高
度
治
療
室
）
な
ど
を
も
有

効
活
用
し
、
集
中
治
療
供
給
体

制
の
拡
充
を
行
う
に
は
、
平
常

時
の
備
え
と
し
て
、
人
工
呼
吸

器
お
よ
び
関
連
設
備
な
ど
と
と

も
に
、
医
師
・
看
護
師
な
ど
の

マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
足
も
必
要
に

な
る
。

こ
れ
ら
は
、
社
会
保
障
や
医

療
経
営
の
負
担
を
高
め
る
懸
念

文
献

﹇
1
﹈田
倉
智
之. 

医
療
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
そ
の

課
題_

国
際
診
療
の
社
会
経
済. 

整
形・災
害

外
科. V

ol.64 N
o.3, pp.341-347. 2021

図１．感染症高度治療の機能充足を社会経済的に論じるコンセプト：臨床と経済の調和

（出典）「COVID19 集中治療体制にかかわるタスクフォース」中間報告. 2020

も
生
じ
る
が
、
感
染
慢
性
時
に

実
体
経
済
へ
の
マ
イ
ナ
ス
影
響

を
抑
制
し
、
経
済
的
な
成
果
を

生
む
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
例

え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
も
含
む
急
性
期

病
床
の
人
口
あ
た
り
の
密
度
が

高
い
と
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
に

よ
る
人
口
あ
た
り
死
亡
者
数
が

低
い
傾
向
も
認
め
ら
れ
る
（
図

2
，
ｐ<

０
・
01
）﹇
1
﹈。

加
え
て
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
の
成
長
率
と
急
性
期
病
床

の
人
口
あ
た
り
の
密
度
の
関
係

を
眺
め
る
と
、
平
常
時
の
急
性

期
病
床
の
密
度
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
の
蔓
延
に
伴
う
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
成
長
率
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
を

減
じ
る
傾
向
も
示
唆
さ
れ
る

（
ｐ<

０
・
05
）。

以
上
か
ら
、
不
確
実
性
の
高

い
感
染
症
の
特
徴
に
配
慮
し
つ

つ
、
感
染
蔓
延
時
の
み
な
ら
ず

平
常
時
の
備
え
や
終
息
後
の
防

疫
を
促
進
す
る
に
は
、
経
済
活

動
の
継
続
性
も
視
野
に
入
れ

て
、
中
長
期
的
な
応
対
や
関
係

者
の
意
識
改
革
を
進
め
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。
新
興
感
染
症
へ

の
対
応
策
と
は
つ
ま
る
と
こ

ろ
、
医
療
と
経
済
の
両
立
が
理

想
で
あ
る
た
め
、
臨
床
対
応
を

優
先
し
つ
つ
も
、
経
済
復
興
を

早
め
る
工
夫
も
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
醸
成

が
前
提
で
も
あ
る
た
め
、
普
段

よ
り
国
民
全
体
で
共
有
す
べ
き

テ
ー
マ
と
推
察
さ
れ
る
。

図2．COVID-19に関わる急性期病床と死亡割合／GDP成長率の関係（国際比較）

COVID-19蔓延の社会経済的影響-
急性期病床数（ICU含）と人口当たり死亡数

COVID-19蔓延の社会経済的影響-
急性期病床数（ICU含）と実態経済変位

対象国：アメリカ、ドイツ、イタリア、フランス、スペイン、イギリス、軽国、日本（医療制度の成熟
　　　　　度や診療水準の高さが比較的同じ国）
データ：急性期病床密度（ICU/HCU含）は、経済協力開発機構（OECD） 2019
COVID-19亡割合は、WHO新型コロナウイルス（COVID 19）続計
※COVID-19死亡割合は、各国の全人口に対する当感染症死亡数の比

対象国：アメリカ、ドイツ、イタリア、フランス、スペイン、イギリス、雑国、日本（医療制
　　　　　度の成熟度や療水準の高さが比較的同じ国）
データ：急性期病床密度（ICU/HCU合）は、経済協力開発機構（OECD） 2019
GDP変位は実質成長率について、IMF世界経済見通し（WEO)2020
※GDP変位は、2019年度実績に対する2020年度予測との差分値

（出典）文献[1]　（注）本図のデータは、COVID-19の蔓延初期の状況に基づいており、普遍的な整理ではない点に注意が必要である。

お知らせ

 【８月１日以降】書籍購入時の送料が変更となります

 【例】患者提供文書を購入した場合の送料の変更額　（税込）

購入冊数 送料
7月31日まで

送料
8月1日～

送料
値上げ金額

      1～  6冊   667円         678円         11円
      7～17冊   865円         942円         77円
18～34冊 1,082円 1,225円 143円

※書籍購入時は、代金引換となり書籍代・送料・代引手数料をお受け取り
　の際にお支払いいただきます。
※送料は、サイズ・重さ・届け先により異なりますのでご了承ください。

　この度、ヤマト運輸株式会社より、資源・エネルギー価格や原材料価
格の上昇など物価高騰の影響を受け、送料を値上げするとの連絡があ
りました。会員の皆様にはできる限り影響がないよう交渉を行って参
りましたが、本年 8月 1日（ 7月31日受付分）より送料の金額を変更
させていただくこととなりました。購入時には、ご理解のほど、よろし
くお願いいたします。
　また、協会事務所でも購入できますので、ご希望の方は事前にご連
絡ください。
　ご不明な点は協会組織部（☎ 03－3205－2999）までご連絡ください。

お知らせ

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
１３５１３５１３５１３５

機
関
紙
６
月
号
に
つ
い
て
、

通
信
員
50
名
の
便
り
の
中
か

ら
抜
粋
し
ま
し
た
。

６
月
21
日
、
今
通
常
国
会

閉
会
に
あ
わ
せ
、
岸
田
文
雄

首
相
が
会
見
を
行
い
、
健
康

保
険
証
廃
止
の
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
言
及
し
、「
来

年
秋
の
保
険
証
廃
止
へ
の
国

民
の
不
安
を
重
く
受
け
止
め

て
お
り
、
現
行
の
保
険
証
の

全
面
的
な
廃
止
は
、
国
民
の

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
の
措

置
が
完
了
す
る
こ
と
を
大
前

提
と
し
て
取
り
組
む
」
と
の

方
針
を
述
べ
た
。

　

一
方
で
、
記
者
か
ら
の

「
保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て

は
反
対
意
見
が
多
い
が
ど
の

よ
う
に
答
え
る
か
」
と
の
質

問
に
は
、「
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
、
質
の
高
い
医
療
を

実
現
す
る
と
と
も
に
、
効
率

的
で
持
続
可
能
な
医
療
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
現

行
の
保
険
証
を
廃
止
し
、
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
の
新
た
な
保

険
証
に
移
行
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
」
と
回
答

し
た
。

　
こ
の
間
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
め
ぐ
っ
て
は
、
マ

イ
ナ
保
険
証
や
公
金
受
取
口

座
の
紐
づ
け
ミ
ス
、
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
付
与
の
ミ
ス
、
コ

ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
発
行
に

お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
問
題

が
多
発
し
て
い
る
。
６
月

17
、
18
日
に
共
同
通
信
社
が

実
施
し
た
全
国
世
論
調
査
で

は
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に

一
本
化
す
る
政
府
方
針
に
関

し
、
延
期
や
撤
回
を
求
め
る

声
が
、
実
に
計
72
・
１
％
に

も
上
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は

同
21
日
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

情
報
総
点
検
本
部
」
を
新
た

に
立
ち
上
げ
、「
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
」
で
情
報
を
閲
覧
で

き
る
29
項
目
す
べ
て
の
情
報

を
秋
ま
で
に
総
点
検
し
、
再

発
防
止
の
た
め
の
仕
組
み
作

り
を
す
る
と
し
た
。

　
秋
ま
で
は
わ
ず
か
数
カ
月

で
あ
る
。
す
べ
て
の
情
報
を

総
点
検
す
る
に
は
、
到
底
無

理
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
ま
で
拙

速
に
対
応
す
る
必
要
が
ど
こ

に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
保
険
証
の
紐
づ
け
ミ
ス
は

命
に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題

だ
。
２
０
２
４
年
秋
の
保
険

証
廃
止
は
撤
回
し
、
現
行
の

保
険
証
を
継
続
さ
せ
る
べ
き

で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ト
ラ
ブ
ル
今
秋
ま
で
総
点
検
も

不
安
払
拭
が
大
前
提

不
安
払
拭
が
大
前
提

◆
協
会
で
は
引
き
続
き
、
健
康

保
険
証
廃
止
を
撤
回
で
き
る
よ

う
活
動
し
て
い
き
ま
す
が
、
先

生
の
お
考
え
を
。

・
ト
ラ
ブ
ル
時
に
ど
う
対
応
す

れ
ば
良
い
の
か
。
政
府
は
あ

ら
ゆ
る
事
態
を
想
定
し
、
し

っ
か
り
し
た
Ｑ
＆
Ａ
を
示
し

て
ほ
し
い
。

（
他
１
名
）

・
撤
回
す
べ
き
で
す
。
撤
回
署

名
の
お
願
い
を
す
る
と
「
ぜ

ひ
と
も
サ
イ
ン
さ
せ
て
ほ
し

い
」「
先
生
に
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
の
声
を
聴
き

ま
す
。

（
他
１
名
）

・
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
は
大

反
対
で
す
。

・
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
き

た
患
者
さ
ん
で
顔
認
証
が
う

ま
く
で
き
な
い
方
が
多
い
で

す
。
結
果
、
健
康
保
険
証
で

確
認
と
な
り
、
困
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
き

れ
ば
、
健
康
保
険
証
を
今
ま

で
通
り
使
用
し
た
い
で
す
。

・
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
一
本
化

は
、
高
齢
者
の
先
生
に
は
酷

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

・
廃
止
で
は
な
く
両
方
使
え
る

の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

・
こ
れ
だ
け
マ
イ
ナ
保
険
証
の

ト
ラ
ブ
ル
が
報
告
さ
れ
て
い

る
の
に
、
本
当
に
健
康
保
険

証
の
廃
止
が
可
能
な
の
か
、

ち
ょ
っ
と
考
え
れ
ば
わ
か
る

は
ず
。

（
他
２
名
）

・
現
行
の
健
康
保
険
証
は
利
便

性
が
高
い
が
、
個
人
認
証
と

し
て
は
欠
点
が
多
い
の
で
、

変
え
る
べ
き
と
思
う
。
そ
れ

が
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
一
体
化

と
言
わ
れ
れ
ば
、
別
で
も
良

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

◆
６
月
号
で
最
も
印
象
に
残
っ

た
記
事
と
そ
の
感
想
を
。

・
オ
ン
資
の
ト
ラ
ブ
ル
が
非
常

に
多
い
と
改
め
て
思
っ
た
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
で
す

ね
。
や
は
り
ど
う
し
て
も
無

理
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
も
、
医
療
機

関
側
も
メ
リ
ッ
ト
を
全
然
感

じ
て
い
ま
せ
ん
。
ニ
ュ
ー
ス

で
見
る
よ
う
に
、
あ
ま
り
に

も
エ
ラ
ー
が
多
過
ぎ
ま
す
。

・「
マ
イ
ナ
保
険
証
・
オ
ン
資

シ
ス
テ
ム
」
取
材
の
診
療
所

受
付
の
様
子
が
、
自
身
の
診

療
所
と
同
じ
状
況
で
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

（ 1 1） 第６４０号 ２０２３年（令和５年）７月1日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



２
０
２
４
年
４
月
か
ら
「
医

師
の
働
き
方
改
革
」
が
始
ま

る
。
病
院
勤
務
医
の
長
時
間
労

働
解
消
の
た
め
国
が
、
医
師
の

業
務
負
担
を
減
ら
そ
う
と
、
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
へ
の
タ
ス
ク
シ
フ

ト
を
法
制
化
し
た
た
め
だ
。
診

療
放
射
線
技
師
な
ど
９
種
類
の

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
に
つ
い
て
、
保

助
看
法
の
診
療
補
助
規
定
を
解

除
し
、
医
師
の
独
占
業
務
の
一

部
を
移
管
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
た
ち

の
地
位
が
向
上
し
、
待
遇
も
改

善
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

実
際
、
診
療
放
射
線
技
師
、

臨
床
検
査
技
師
お
よ
び
義
肢
装

具
士
等
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
診

療
補
助
業
務
は
拡
大
し
て
き
て

い
る
。
一
方
、
コ
デ
ン
タ
ル
の

地
位
向
上
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？

12
年
「
医
療
推
進
方
策
検
討
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
会
議
で

予
防
処
置
に
お
け
る
「
歯
科
医

師
の
直
接
の
指
導
の
下
に
」
か

ら
「
直
接
の
」
を
削
除
す
る
こ

と
が
歯
科
側
か
ら
提
案
さ
れ
た

が
、
法
改
正
が
行
わ
れ
た
の
は

14
年
の
「
医
療
・
介
護
制
度
改

正
の
一
括
法
」
の
際
で
あ
っ

た
。
歯
科
技
工
士
に
つ
い
て

は
、
14
年
国
家
試
験
の
全
国
統

一
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
ま
た
、
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
の
受
験

資
格
が
得
ら
れ
る
国
家
資
格
か

ら
歯
科
技
工
士
は
今
も
除
外
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
コ
デ
ン
タ
ル
、

特
に
歯
科
技
工
士
の
社
会
的
認

知
度
や
評
価
は
、
コ
メ
デ
ィ
カ

ル
と
比
べ
て
あ
ま
り
に
も
問
題

が
あ
る
。
現
在
、
高
齢
者
の

「
フ
レ
イ
ル
」
が
社
会
的
問
題

と
な
っ
て
い
る
。「
フ
レ
イ

ル
」
を
予
防
す
る
う
え
で
重
要

な
、
高
齢
者
の
食
べ
る
機
能
を

支
え
る
、
つ
ま
り
、
失
っ
た
咬

合
支
持
を
再
構
築
し
、
咀
嚼
で

き
る
義
歯
等
の
歯
科
補
綴
物

（
人
工
臓
器
）
を
製
作
す
る
職

種
は
歯
科
技
工
士
で
あ
る
。
高

齢
社
会
に
必
要
な
職
種
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歯
科
技
工

士
の
認
知
度
は
ど
う
か
。

電
車
な
ど
で
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

の
養
成
学
校
の
募
集
広
告
は
掲

示
さ
れ
て
い
る
が
、
歯
科
技
工

士
の
そ
れ
は
見
た
こ
と
が
な

い
。
歯
科
技
工
士
問
題
の
解
決

に
は
、「
歯
科
医
療
費
総
枠
拡

大
」
や
「
７
：
３
問
題
の
解

決
」
な
ど
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
も
大
事
で
あ
る
が

そ
の
前
に
、
歯
科
技
工
士
の
社

会
的
評
価
な
ど
を
訴
え
る
こ
と

が
先
決
と
思
う
。
そ
れ
を
訴
え

る
の
は
、
他
で
も
な
い
我
々
歯

科
医
師
一
人
ひ
と
り
で
あ

る
。「
こ
の
被
せ
物
、
入
れ
歯

は
、
歯
科
技
工
士
さ
ん
が
作
っ

た
ん
で
す
よ
」
と
。「
歯
科
技

工
士
が
い
な
く
な
る
前
に
」。

歯科技工士がいなくなる前に

森元  主税
（理事／北区）

日　時 ２０２３年９月１０日（日）午後１時30分～午後６時（予定）
場　所 都市センターホテル（東京都千代田区平河町２-４-１）
記念シンポジウム
　「これからの歯科を考える」　「これからの歯科を考える」（午後１時30分～午後３時30分）
記念レセプション（午後４時～午後６時）
パーティー会場で開催！楽しい抽選会もご用意しております♪
ミニデンタルショー（同時開催）

５０５０周年記念企画周年記念企画
これからの歯科を考えるこれからの歯科を考える
今後もより一層頼りになる存在としてあるために今後もより一層頼りになる存在としてあるために

ご協力ありがとうございました＜国会議員に署名提出＞

【要請】 健康保険証廃止 ・ オン資導入義務化 ・
　　　　　　　オンライン請求義務化の撤回 ・窓口負担引き下げを

（左上から時計回り）川田龍平氏、山岸一生氏、
宮本徹氏、田村智子氏、塩村あやか氏、牧原秀樹
氏、渡辺孝一氏

５
月
31
日
、
健
康
保
険
証
廃

止
の
撤
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
（
オ
ン
資
）
導

入
義
務
化
の
撤
回
、
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
義
務
化
の
撤
回
お
よ
び

患
者
窓
口
負
担
引
き
下
げ
を
求

め
、
坪
田
有
史
会
長
、
早
坂
美

都
理
事
（
現
副
会
長
）
お
よ
び

事
務
局
で
国
会
議
員
要
請
行
動

を
行
っ
た
。
各
議
員
に
は
要
望

書
と
あ
わ
せ
、「
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
『
義
務
化
』
方
針
の
撤
回

を
求
め
る
要
請
」
署
名
を
手
渡

し
た
。

渡
辺
孝
一
衆
議
院
議
員
（
自

民
）
は
、「
取
り
残
さ
れ
る
方

が
生
じ
な
い
た
め
の
方
針
が
検

討
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
も
う

少
し
様
子
を
み
て
ほ
し
い
」
と

し
た
。
ま
た
、
牧
原
秀
樹
衆
議

院
議
員
（
自
民
）
は
、
課
題
を

解
決
し
つ
つ
普
及
を
進
め
て
い

く
べ
き
と
し
た
上
で
、「
推
進

す
る
上
で
は
、
期
限
を
決
め
た

か
ら
そ
の
後
は
す
べ
て
ダ
メ
と

い
う
や
り
方
は
よ
く
な
い
。
フ

ォ
ロ
ー
は
必
要
」
と
指
摘
し

た
。
川
田
龍
平
参
議
院
議
員

（
立
憲
）
は
、「
健
康
保
険
証

の
廃
止
の
撤
回
を
訴
え
て
き
た

が
、
あ
ち
ら
は
と
て
も
頑
な
で

あ
る
」
と
し
、
山
岸
一
生
衆
議

院
議
員
（
立
憲
）
は
、
オ
ン
資

ト
ラ
ブ
ル
で
い
っ
た
ん
10
割
負

担
を
患
者
に
請
求
し
た
事
例
が

あ
る
こ
と
や
、
電
子
媒
体
請
求

が
６
割
近
く
い
る
中
で
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
義
務
化
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
驚
き
を
示
し

た
。
塩
村
あ
や
か
衆
議
院
議
員

（
立
憲
）
は
、
個
人
的
に
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
賛
成
し

て
い
る
と
し
た
上
で
、「
介
護

施
設
や
病
院
で
は
、
管
理
上
は

紙
の
ほ
う
が
良
い
時
も
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
余

地
は
残
す
べ
き
」
と
し
た
。
宮

本
徹
衆
議
院
議
員
（
共
産
）

は
、
オ
ン
資
の
ト
ラ
ブ
ル
で
い

っ
た
ん
10
割
負
担
と
な
っ
た
事

例
が
200
件
以
上
起
き
て
い
る
こ

と
を
問
題
視
。
ま
た
、
申
請
主

義
に
な
る
と
受
療
権
侵
害
が
起

こ
り
得
る
こ
と
や
、
知
ら
れ
た

く
な
い
受
療
歴
が
見
ら
れ
る
こ

と
は
、
個
人
情
報
の
観
点
か
ら

も
問
題
点
と
指
摘
し
た
。
田
村

智
子
参
議
院
議
員
（
共
産
）

は
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
で
不
正

利
用
が
防
げ
る
と
い
う
が
、
そ

も
そ
も
社
会
問
題
と
な
る
ほ
ど

不
正
利
用
が
あ
る
の
か
。
後
か

ら
の
こ
じ
つ
け
で
は
な
い
の

か
」
と
指
摘
し
た
。

な
お
、
川
田
議
員
は
翌
６
月

１
日
開
催
の
厚
生
労
働
委
員
会

で
、
協
会
が
要
請
時
に
手
渡
し

た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
『
義
務

化
』
方
針
の
撤
回
を
求
め
る
要

請
」
署
名
の
現
物
を
紹
介
し
つ

つ
、「
歯
科
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
が
進
ん
で
い
な
い
。
時
間

を
か
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
ぜ
ひ
検
討
し
て
ほ

し
い
」
と
発
言
し
た
。

協
会
で
は
、
今
後
も
会
員
の

声
を
集
め
、
国
会
に
届
け
て
い

く
。

◆要請を行った議員（順不同、敬称略） ※は秘書対応
【衆議院】渡辺孝一（自民）、牧原秀樹（自民）、塩村あやか
　　　　（立憲）、山岸一生（立憲）、宮本徹（共産）
【参議院】川田龍平（立憲）、田村智子（共産）、山添拓（共
　　　　産）、※音喜多駿（維新）、※吉良よし子（共産）

◆請願署名の紹介議員は、以下の通り（順不同、敬称略）
①健康保険証を廃止しないことを求める請願署名
→川田龍平、宮本徹、田村智子
②負担増ストップ！国民の医療と介護を守る緊急請願署名
→山岸一生、吉良よし子、田村智子

「
少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
集
め
た
署
名

を
お
送
り
し
ま
す
」
―
。
５
月
下
旬
、
国
会

議
員
へ
署
名
を
届
け
る
日
が
間
近
に
迫
る

中
、
27
名
分
の
署
名
用
紙
が
入
っ
た
封
筒
が

協
会
に
届
い
た
。
中
に
は
直
筆
の
手
紙
が
添

え
ら
れ
、「
診
療
所
の
受
付
に
置
い
て
お
く

だ
け
で
は
だ
め
だ
っ
た
の

で
、
思
い
切
っ
て
説
明
を

交
え
て
お
声
が
け
し
た

ら
、
患
者
さ
ん
が
協
力
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」

「
患
者
さ
ん
か
ら
は
『
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
の

お
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
」
と
い
う
温
か
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
つ
づ
ら
れ
て
い

た
。後

日
、
差
出
人
の
先
生

と
連
絡
を
取
る
と
、「
私

だ
け
で
は
な
く
受
付
の
ス

タ
ッ
フ
が
協
力
し
て
く
れ

た
」
と
振
り
返
り
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
だ
「
健
康
保
険
証
を
廃
止
し

な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願
署
名
」
へ
の
思
い

を
明
か
し
て
く
れ
た
。
若
い
世
代
は
制
度
自

体
を
理
解
し
て
い
な
い
人
も
多
い
と
言

い
、
先
生
の
説
明
に
よ
り
署
名
し
て
く
れ
た

ケ
ー
ス
も
多
く
あ
っ
た
そ
う
。
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
や
マ
イ
ナ
保
険
証
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
先

行
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
と

し
、
患
者
へ
の
説
明
を
繰
り
返
し
た
と
い

う
。ま

た
、「
こ
れ
ま
で
の
健
康
保
険
証
の
よ

う
に
、
黙
っ
て
い
て
も
送
ら
れ
て
く
る
も
の

と
は
違
う
」
と
マ
イ
ナ
保
険
証
に
一
本
化
さ

れ
た
際
の
課
題
を
上
げ
、「
ア
ナ
ロ
グ
な
部

分
も
残
し
な
が
ら
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た

上
で
制
度
を
進
め
て
い
く
べ
き
」

と
健
康
保
険
証
廃
止
の
問
題
に
意

見
を
述
べ
、
署
名
に
取
り
組
ん
だ

経
緯
を
語
っ
た
。

思
い
の
数
々
が
込
め
ら
れ
た「
健

康
保
険
証
を
廃
止
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
請
願
署
名
」
は
３
千
789
筆

に
及
び
、
４
月
27
日
、
５
月
31
日

に
行
っ
た
国
会
要
請
な
ど
を
通
じ

て
議
員
に
届
け
ま
し
た
。
春
先
か

ら
取
り
組
ん
だ
「
負
担
増
ス
ト
ッ

プ
！
国
民
の
医
療
と
介
護
を
守
る

緊
急
請
願
署
名
」
も
国
会
議
員
に

提
出
し
、
２
種
の
請
願
署
名
は
合

計
で
６
千
筆
を
超
え
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
の
声

が
、
国
や
行
政
を
動
か
し
て
い
く
原
動
力
と

な
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

「思い切って患者さんに説明を」「思い切って患者さんに説明を」
署名取り組んだ会員の想い署名取り組んだ会員の想い

た

くさ
んの署名が集まりました

国民に貢献する歯科医療 －今後の方向性について－国民に貢献する歯科医療 －今後の方向性について－

田口 円裕 氏
（東京歯科大学 歯科医療政策学 教授）

今後の歯科医療の充実に向けて －歯科保険診療の視点から－今後の歯科医療の充実に向けて －歯科保険診療の視点から－

宮原 勇治 氏
（社会保険診療報酬支払基金本部審査統括部 歯科専門役）

参加のお申し込みは参加のお申し込みは

コチラコチラ

協会設立協会設立5050周年を祝して開催するイベント周年を祝して開催するイベント

記念シンポジウムが決定＆参加予約開始！記念シンポジウムが決定＆参加予約開始！

👉▼シンポジウムの抄録は

　以下からご覧ください

　この夏、診療所で使える休診案内
（ポスター＆卓上型タイプ）をご用
意しました。QRコード
からダウンロードの上、
ご利用ください。　
　また、注文用ページよ
りお問い合わせいただ
ければ、夏季休診案内
ポスター、もしくは卓上
型タイプを発送いたしま
すので、お申し込みくだ
さい。

ダウンロードページ

注文申込ページ

夏季休診ポスターのご案内夏季休診ポスターのご案内

（ 1 2）第６４０号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）７月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com
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